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絵
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に
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建
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正
　
士
　
は
じ
め
に
一
　
作
図
手
法
二
　
描
か
れ
た
内
容
論
文
要
旨
　
日
本
建
築
を
詳
細
に
描
い
た
絵
画
、
絵
巻
・
寺
社
境
内
図
・
都
市
図
屏
風
な
ど
の
主
要
な
作
品
に
つ
い
て
、
建
築
が
ど
の
よ
う
な
作
図
手
法
で
描
か
れ
て
い
る
か
、
描
か
れ
た
内
容
が
ど
の
程
度
史
実
を
伝
え
て
い
る
か
、
を
検
討
し
て
絵
画
の
資
料
性
を
探
る
。
あ
わ
せ
て
、
そ
れ
ら
の
作
品
で
は
建
築
を
ど
う
と
ら
え
、
ど
の
よ
う
に
描
こ
う
と
し
た
の
か
に
も
ふ
れ
る
。
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は
じ
め
に
　
寺
社
の
境
内
絵
図
や
縁
起
絵
巻
、
都
市
図
屏
風
な
ど
に
は
建
築
が
き
わ
め
て
細
密
に
描
か
れ
た
も
の
が
あ
っ
て
、
そ
れ
ら
の
絵
画
が
制
作
さ
れ
た
当
時
の
建
築
を
知
る
手
掛
り
と
な
る
こ
と
も
多
い
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
絵
画
に
描
か
れ
た
建
築
が
ど
の
程
度
史
実
を
伝
え
て
い
る
の
か
と
い
う
点
に
問
題
が
あ
り
、
近
年
改
め
て
そ
の
資
料
性
を
問
わ
れ
る
こ
と
が
多
く
な
っ
た
。
そ
こ
で
、
こ
れ
ら
絵
画
の
主
要
な
遺
品
に
つ
い
て
、
ま
ず
建
築
が
ど
の
よ
う
な
作
図
手
法
で
描
か
れ
て
い
る
の
か
、
つ
ぎ
に
描
か
れ
た
内
容
が
ど
の
程
度
史
実
を
伝
え
る
も
の
な
の
か
を
検
討
し
、
あ
わ
せ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
絵
画
で
は
建
築
を
ど
の
よ
う
に
描
こ
う
と
し
た
の
か
、
ま
た
、
都
市
図
で
は
都
市
の
建
築
群
を
ど
う
と
ら
え
よ
う
と
し
た
の
か
、
な
ど
に
も
ふ
れ
て
み
た
い
。
一
　
作
図
手
法
　
寺
社
の
縁
起
絵
巻
・
境
内
絵
図
、
都
市
図
屏
風
で
は
、
建
築
が
ど
の
よ
う
な
作
図
手
法
で
描
か
れ
て
い
る
の
か
、
い
く
つ
か
の
主
要
な
遺
品
に
つ
い
て
ほ
ぼ
時
代
を
追
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）
っ
て
概
観
し
て
み
よ
う
。
O
　
絵
巻
　
平
安
時
代
の
絵
巻
で
は
、
「
信
貴
山
縁
起
」
（
十
二
世
紀
後
半
）
に
住
宅
・
校
倉
・
内
裏
・
東
大
寺
大
仏
殿
な
ど
が
少
し
上
か
ら
見
下
ろ
し
た
角
度
で
描
か
れ
て
い
る
。
図1　正面図式（「粉河寺縁起」粉河寺蔵）
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
右
上
が
り
の
斜
投
影
式
の
図
で
あ
る
が
、
東
大
寺
大
仏
殿
だ
け
は
正
面
図
（
正
投
影
図
）
に
近
く
、
前
面
の
石
階
段
は
後
方
（
上
方
）
が
狭
ま
っ
た
一
点
透
視
図
式
に
描
か
れ
て
い
る
。
こ
の
場
面
は
信
貴
山
を
開
い
た
主
人
公
の
尼
公
が
大
仏
殿
に
参
籠
す
る
と
こ
ろ
で
、
大
仏
殿
正
面
の
軒
か
ら
下
が
大
き
く
天
地
一
杯
に
描
か
れ
圧
倒
的
な
迫
力
を
も
つ
。
寄
木
張
り
の
扉
、
小
壁
に
描
か
れ
た
唐
草
文
様
、
円
形
断
面
の
地
垂
木
な
ど
細
部
の
描
写
も
細
か
い
。
「
粉
河
寺
縁
起
」
（
十
二
～
十
三
世
紀
）
で
も
長
者
の
住
宅
や
山
中
の
庵
が
描
か
れ
て
い
て
、
前
者
は
右
上
が
り
の
斜
投
影
式
の
図
、
後
老
は
正
面
図
式
で
あ
る
。
こ
の
庵
に
は
千
手
観
音
が
安
置
さ
れ
て
い
て
、
本
絵
巻
で
は
六
度
登
場
す
る
中
心
的
な
場
面
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
「
信
貴
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山
縁
起
L
と
「
粉
河
寺
縁
起
」
で
は
、
物
語
の
中
で
中
心
と
な
る
場
面
あ
る
い
は
重
要
な
場
而
だ
け
を
他
の
一
般
的
な
斜
投
影
式
と
区
別
し
て
正
面
図
式
に
描
き
、
そ
の
建
物
の
存
在
を
強
調
し
よ
う
と
し
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
　
「
年
中
行
事
絵
巻
」
（
十
二
世
紀
後
半
）
に
は
内
裏
の
建
築
や
公
家
の
住
宅
・
神
社
・
町
家
な
ど
多
く
の
建
物
が
描
か
れ
て
い
る
。
そ
の
大
半
は
や
は
り
右
上
が
り
の
斜
投
影
式
の
図
で
あ
る
が
、
左
上
が
り
の
斜
投
影
式
の
図
も
み
ら
れ
る
ほ
か
、
左
右
に
建
物
が
あ
る
場
面
で
右
側
を
左
上
が
り
、
左
側
を
右
上
が
り
と
し
全
体
と
し
て
は
一
点
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
透
視
図
式
に
な
る
場
而
（
巻
四
、
図2　一点透視図式（「年中行事絵巻」より）
紫
震
殿
南
庭
の
賭
弓
）
や
、
中
央
に
あ
る
建
物
が
一
点
透
視
図
式
に
描
か
れ
た
場
面
（
巻
六
、
真
言
院
御
修
法
）
な
ど
が
あ
る
。
い
ず
れ
も
中
心
性
を
強
調
す
る
た
め
で
あ
ろ
う
。
前
者
で
左
右
両
方
を
右
上
が
り
（
又
は
左
上
が
り
）
に
す
る
と
、
左
側
（
又
は
右
側
）
の
内
側
の
部
分
や
人
間
が
見
え
な
く
な
る
か
ら
で
あ
る
。
な
お
、
斜
投
影
の
立
上
が
り
の
傾
斜
は
二
尺
勾
配
く
ら
い
の
強
い
も
の
が
多
い
。
　
「
源
氏
物
語
絵
巻
」
（
十
二
世
紀
）
で
は
建
物
が
劇
中
の
舞
台
装
置
の
よ
う
に
扱
わ
れ
、
室
内
の
情
景
が
上
か
ら
見
え
る
よ
う
に
壁
面
か
ら
下
を
お
も
に
右
上
が
り
の
斜
投
影
式
に
描
い
て
い
る
。
い
わ
ゆ
る
吹
抜
屋
台
の
手
法
で
、
「
年
中
行
事
絵
巻
」
で
も
一
部
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
軸
測
投
影
式
の
図
も
あ
る
。
鎌
倉
時
代
の
同
種
の
絵
巻
「
紫
式
部
日
記
絵
詞
」
（
十
三
世
紀
）
や
「
伊
勢
物
語
絵
巻
」
（
十
四
世
紀
）
も
同
様
で
、
軸
測
投
影
図
式
の
場
面
が
少
し
増
え
て
い
る
。
　
鎌
倉
時
代
の
絵
巻
で
は
、
「
＝
遍
上
人
絵
伝
」
（
一
二
九
九
年
）
に
各
地
の
寺
社
が
詳
細
に
描
か
れ
て
い
る
。
図
は
す
べ
て
斜
投
影
式
で
、
右
上
が
り
、
左
上
が
り
の
両
方
が
あ
り
、
立
上
が
り
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）
勾
配
も
緩
い
も
の
か
ら
急
な
も
の
ま
で
い
ろ
い
ろ
あ
る
。
寺
社
の
縁
起
絵
巻
「
北
野
天
神
縁
起
－
（
十
三
世
紀
）
・
「
松
崎
天
神
縁
起
」
（
二
一
二
一
年
）
・
「
春
日
権
現
験
記
」
（
二
二
●
九
年
）
・
「
石
山
寺
縁
起
」
（
十
四
世
紀
）
な
ど
の
図
も
ほ
ぼ
同
じ
で
、
す
べ
て
斜
投
影
式
に
描
か
れ
、
右
上
が
り
と
左
上
が
り
の
両
方
が
あ
っ
て
勾
配
も
か
な
り
ま
ち
ま
ち
で
あ
る
が
、
「
北
野
図3　右上がり斜投影式（「春日権現験記絵」模本、東京国立博物館蔵
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測透影図式（「桑実寺縁起」桑実寺蔵）図4
天
神
縁
起
」
・
「
松
崎
天
神
縁
起
」
・
「
石
山
寺
縁
起
」
で
は
右
上
が
り
の
方
が
多
く
、
立
上
が
り
勾
配
は
九
寸
前
後
と
比
較
的
緩
い
も
の
が
多
い
。
　
室
町
時
代
の
「
桑
実
寺
縁
起
」
（
一
五
三
二
年
）
で
は
斜
投
影
式
と
軸
測
投
影
式
の
図
と
が
あ
り
、
全
体
と
し
て
は
む
し
ろ
斜
投
影
式
の
方
が
少
な
い
。
「
清
水
寺
縁
起
」
（
一
五
一
七
年
）
や
「
真
如
堂
縁
起
」
（
］
五
二
四
年
）
な
ど
も
、
「
桑
実
寺
縁
起
」
ほ
ど
で
は
な
い
が
斜
投
影
式
に
混
じ
っ
て
軸
測
投
影
式
の
図
が
み
ら
れ
る
。
「
十
念
寺
縁
起
」
（
一
六
世
紀
）
や
江
戸
時
代
の
「
大
寺
縁
起
」
（
一
六
九
〇
年
）
な
ど
も
ほ
ぼ
同
様
で
あ
る
。
　
以
上
の
よ
う
に
、
初
期
の
絵
巻
で
は
建
物
を
右
上
が
り
の
斜
投
影
式
に
描
く
の
が
普
通
で
、
こ
う
す
る
と
建
物
の
右
側
が
見
え
る
の
で
右
か
ら
左
へ
物
語
が
展
開
す
る
絵
巻
で
は
具
合
が
良
い
。
や
が
て
、
左
上
が
り
の
斜
投
影
式
や
軸
測
投
影
式
の
図
も
多
く
な
り
、
描
写
手
法
が
多
様
に
な
る
よ
う
で
あ
る
。
⇔
　
寺
社
境
内
絵
図
　
寺
院
・
神
社
の
境
内
・
伽
藍
を
描
い
た
絵
図
の
う
ち
最
古
の
遺
品
と
し
て
は
奈
良
時
代
の
「
額
田
寺
伽
藍
並
条
里
図
」
が
あ
る
。
こ
の
図
は
大
和
額
田
部
付
近
の
条
里
を
地
図
風
に
描
い
た
も
の
で
、
額
田
寺
の
堂
塔
も
か
な
り
詳
し
く
描
か
れ
て
い
る
。
伽
藍
は
北
を
上
に
し
た
配
置
図
風
の
も
の
で
、
中
門
・
金
堂
・
講
堂
・
三
重
塔
な
ど
南
大
門
を
除
く
主
要
な
建
物
が
正
面
図
式
に
描
か
れ
、
東
西
の
僧
房
や
門
、
東
垣
外
の
雑
舎
は
平
面
（
輪
郭
の
み
）
で
示
さ
れ
て
い
る
。
中
門
な
ど
四
棟
の
正
面
図
式
の
図
で
は
組
物
も
描
か
れ
、
軒
は
少
し
見
上
げ
た
角
度
で
垂
木
が
描
か
れ
て
い
て
、
視
点
を
建
物
の
軸
部
上
方
あ
た
り
に
置
い
た
よ
う
に
見
え
る
。
こ
の
点
が
い
ま
ま
で
見
て
き
た
平
安
時
代
以
降
の
絵
巻
類
と
大
き
く
異
な
る
。
南
大
門
だ
け
は
斜
投
影
式
に
近
い
が
、
こ
れ
も
絵
巻
類
と
は
少
し
違
っ
て
視
点
が
低
い
。
中
門
以
下
の
描
き
方
は
浄
土
変
相
図
や
観
経
変
相
図
、
宝
楼
閣
曼
茶
羅
な
ど
の
仏
画
に
見
ら
れ
る
が
、
寺
社
境
内
絵
図
な
ど
で
は
こ
の
後
あ
ま
り
用
い
ら
れ
て
い
な
い
。
中
国
で
は
敦
煙
莫
高
窟
の
壁
画
を
は
じ
め
広
く
み
ら
れ
る
よ
う
で
、
お
そ
ら
く
中
国
伝
来
の
描
写
手
法
な
の
で
あ
ろ
う
。
日
本
で
も
変
相
図
や
曼
茶
羅
な
ど
の
定
形
化
さ
れ
た
仏
画
に
は
古
い
手
法
が
残
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
　
寺
社
境
内
絵
図
に
は
平
安
時
代
の
遣
品
が
な
い
が
、
鎌
倉
時
代
の
遺
品
は
多
い
。
社
殿
焼
失
後
に
再
興
の
資
料
と
し
て
制
作
さ
れ
た
と
い
わ
れ
る
「
祇
園
社
境
内
絵
図
」
（
十
三
世
紀
前
半
）
は
北
を
上
に
し
た
配
置
図
風
の
も
の
で
、
視
点
を
屋
根
あ
た
り
に
お
き
、
ほ
と
ん
ど
の
建
物
が
正
面
図
式
に
描
か
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
床
・
縁
な
ど
は
一
点
透
視
図
式
に
奥
の
方
が
狭
め
ら
れ
、
軒
先
に
少
し
見
え
る
垂
木
も
あ
た
か
も
扇
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図5　額田寺伽藍並条里図（部分　国立歴史民俗博物館蔵）
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図6　祇園社境内絵図（八坂神社蔵）
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垂
木
の
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
平
安
時
代
の
「
信
貴
山
縁
起
」
な
ど
で
と
く
に
重
要
な
建
物
に
用
い
ら
れ
た
描
法
と
同
じ
で
あ
る
。
大
半
の
建
物
は
南
を
向
い
た
状
態
で
正
立
し
て
い
る
が
、
西
大
門
と
東
側
に
あ
る
建
物
は
西
を
向
い
た
状
態
で
横
向
き
に
描
か
れ
、
五
竜
大
神
社
の
よ
う
に
倒
立
し
た
も
の
も
あ
る
。
こ
れ
は
祇
園
社
が
南
を
正
面
と
す
る
も
の
の
西
か
ら
の
参
拝
者
の
出
入
り
が
多
く
、
西
向
き
の
建
物
も
か
な
り
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
な
お
、
常
行
堂
な
ど
三
、
四
の
建
物
は
斜
投
影
式
で
描
か
れ
て
い
る
ほ
か
、
回
廊
が
独
特
の
描
き
方
を
さ
れ
て
い
る
。
　
寺
院
の
境
界
を
示
す
た
め
に
制
作
さ
れ
た
「
称
名
寺
絵
図
」
（
一
三
二
三
年
）
も
同
じ
よ
う
な
図
で
、
中
軸
線
上
の
門
・
金
堂
・
講
堂
は
正
面
図
式
、
ほ
か
は
斜
投
影
式
で
、
ほ
ぼ
全
体
が
四
方
か
ら
中
心
を
向
く
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
。
比
叡
山
延
暦
寺
の
「
東
塔
絵
図
」
（
鎌
倉
時
代
）
で
は
す
べ
て
の
建
物
が
正
面
図
式
で
正
立
し
て
描
か
れ
、
回
廊
が
取
付
く
総
持
院
と
戒
壇
院
は
回
廊
が
一
点
透
視
図
式
に
な
っ
て
い
る
。
「
下
鴨
神
社
境
内
絵
図
」
（
室
町
時
代
）
も
正
面
図
式
を
主
と
し
て
一
部
に
斜
投
影
式
の
図
を
加
え
た
配
置
図
風
の
も
の
で
、
中
心
軸
を
向
い
た
横
向
き
の
建
物
も
一
、
二
見
ら
れ
る
。
「
祇
園
社
境
内
絵
図
」
に
似
て
い
る
が
、
舞
台
・
神
人
廊
な
ど
南
北
棟
（
上
下
方
向
）
の
建
物
は
屋
根
伏
図
と
正
面
図
式
を
組
合
わ
せ
た
よ
う
な
描
き
方
に
な
っ
て
い
る
。
　
「
宇
佐
神
宮
社
頭
絵
図
」
（
室
町
時
代
）
も
各
建
物
を
配
置
に
従
っ
て
正
面
図
式
ま
た
は
斜
投
影
式
の
図
に
描
い
て
並
べ
た
も
の
で
、
正
面
図
式
と
斜
投
影
式
図
の
使
い
分
け
は
あ
ま
り
規
則
的
で
な
い
。
正
立
し
た
図
が
多
い
が
、
東
西
の
門
な
ど
は
横
向
き
、
北
方
の
一
部
の
建
物
は
倒
立
し
て
い
る
。
な
お
、
多
宝
塔
は
上
重
軸
部
を
中
ぶ
く
れ
と
し
た
独
特
の
描
き
方
で
あ
る
。
　
以
上
み
て
き
た
境
内
絵
図
は
い
ず
れ
も
伽
藍
・
社
殿
の
情
景
を
見
せ
る
た
め
の
も
の
で
、
北
を
上
に
し
て
配
置
ど
お
り
に
描
き
、
各
建
物
が
特
定
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
ど
ん
な
建
物
が
ど
の
よ
う
に
配
置
さ
れ
て
い
る
か
を
ほ
ぼ
正
確
に
示
そ
う
と
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
「
宇
佐
神
宮
社
頭
絵
図
」
を
除
い
て
は
ほ
と
ん
ど
の
建
物
が
正
面
図
式
に
描
か
れ
、
基
壇
・
床
・
縁
な
ど
は
一
点
透
視
図
式
に
な
っ
て
い
る
も
の
が
多
く
、
斜
投
影
式
図
も
視
点
は
比
較
的
低
い
。
絵
巻
で
は
画
面
の
天
地
が
限
ら
れ
て
い
る
た
め
、
奥
行
の
あ
る
建
物
群
は
斜
投
影
式
で
な
い
と
描
け
な
い
が
、
境
内
絵
図
で
は
上
下
に
も
紙
を
継
ぎ
足
し
て
画
面
を
必
要
な
大
き
さ
に
す
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
る
。
　
礼
拝
用
に
使
わ
れ
た
神
社
の
宮
曼
茶
羅
は
、
同
種
の
絵
図
が
何
本
も
制
作
さ
れ
て
い
る
。
春
日
大
社
を
描
い
た
春
日
宮
曼
茶
羅
の
う
ち
根
津
美
術
館
本
（
鎌
倉
時
代
）
は
構
図
が
他
の
定
型
の
も
の
と
は
少
し
違
い
、
本
社
本
殿
ほ
か
数
棟
の
建
物
だ
け
が
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
て
、
本
社
本
殿
と
四
脚
門
は
斜
投
影
式
、
若
宮
ほ
か
末
社
は
寺
社
境
内
絵
図
で
は
比
較
的
例
が
少
な
い
軸
測
投
影
式
の
図
で
あ
る
。
春
日
社
だ
け
で
な
く
興
福
寺
も
一
緒
に
描
い
た
春
日
社
寺
曼
茶
羅
は
縦
長
画
面
の
上
方
に
春
日
社
、
下
方
に
興
福
寺
を
高
い
視
点
か
ら
描
い
た
も
の
で
、
春
日
社
は
右
上
が
り
の
斜
投
影
式
、
興
福
寺
は
南
大
門
か
ら
講
堂
に
至
る
中
軸
線
の
建
物
を
中
央
に
お
い
て
正
面
図
式
と
し
、
左
側
は
右
上
が
り
右
側
は
左
上
が
り
の
勾
配
の
急
な
斜
投
影
式
の
図
と
し
て
い
る
。
な
か
で
も
、
個
人
蔵
の
一
本
（
鎌
倉
時
代
）
は
各
建
物
が
き
わ
め
て
細
密
に
描
か
れ
て
い
て
、
視
点
を
高
く
と
り
、
全
体
と
し
て
は
興
福
寺
の
左
右
立
上
が
り
線
を
春
日
社
の
中
門
あ
た
り
に
焦
点
を
お
い
た
一
点
透
視
図
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
手
前
の
興
福
寺
と
後
方
の
春
日
社
と
の
投
影
方
式
が
異
な
り
、
透
視
図
的
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絵画に見る建築の描き方
な
手
法
も
加
え
て
巧
み
に
遠
近
感
を
出
し
て
い
る
。
興
福
寺
の
建
物
の
多
く
は
軒
を
見
上
げ
た
よ
う
に
描
か
れ
て
い
て
「
額
田
寺
伽
藍
並
条
里
図
」
と
似
て
い
る
が
、
そ
の
図
で
は
視
点
が
軒
の
下
に
あ
っ
て
屋
根
が
少
し
し
か
見
え
な
い
の
に
対
し
、
本
図
は
視
点
を
高
く
し
て
上
か
ら
見
下
ろ
し
て
い
る
た
め
屋
根
が
大
き
く
描
か
れ
、
見
上
げ
た
軒
と
調
和
し
な
い
。
　
石
清
水
八
幡
宮
曼
茶
羅
も
諸
本
あ
る
が
、
そ
の
う
ち
根
津
美
術
館
本
（
室
町
時
代
）
は
社
殿
と
神
域
全
体
の
景
観
描
写
を
主
眼
と
し
た
も
の
で
、
縦
長
の
画
面
に
山
上
の
本
宮
、
中
腹
の
護
国
寺
、
山
麓
の
頓
宮
が
す
べ
て
左
上
が
り
の
斜
投
影
式
で
き
わ
め
て
細
密
に
描
か
れ
て
い
る
。
自
然
描
写
も
含
め
て
風
景
画
的
な
雰
囲
気
を
も
っ
た
写
実
的
な
図
で
あ
る
。
左
上
が
り
と
し
た
の
は
全
体
を
東
か
ら
見
て
い
る
た
め
、
左
側
へ
向
い
た
正
面
（
南
面
）
側
を
よ
く
見
え
る
よ
う
に
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
　
広
大
な
境
内
を
数
軸
の
掛
幅
あ
る
い
は
屏
風
を
使
っ
て
横
に
広
く
描
い
た
も
の
も
あ
る
。
「
園
城
寺
境
内
絵
図
」
（
鎌
倉
時
代
）
は
一
山
を
中
院
・
北
院
・
南
院
二
二
別
所
・
如
意
寺
の
五
幅
に
分
け
、
高
い
視
点
か
ら
す
べ
て
を
左
上
が
り
の
斜
投
影
式
に
描
い
て
い
る
。
南
向
き
の
伽
藍
を
東
か
ら
見
て
描
い
て
い
る
た
め
、
左
上
が
り
の
方
が
正
面
側
が
見
え
て
具
合
が
良
い
。
本
図
に
も
山
や
樹
木
が
描
か
れ
て
は
い
る
も
の
の
、
伽
藍
中
心
の
図
で
あ
る
。
「
高
野
山
絵
図
」
（
鎌
倉
時
代
）
は
高
野
山
上
の
金
剛
峯
寺
伽
藍
を
六
曲
一
双
の
屏
風
に
描
い
た
も
の
で
、
大
門
か
ら
奥
之
院
に
至
る
ま
で
を
南
か
ら
見
た
状
態
で
絵
巻
類
と
は
逆
に
左
隻
か
ら
右
隻
へ
と
連
続
し
て
描
い
て
い
る
。
建
物
の
描
写
は
細
密
で
あ
り
、
自
然
景
観
も
多
く
取
り
入
れ
ら
れ
て
風
景
画
的
要
素
が
濃
い
。
描
写
は
絵
巻
と
同
様
右
上
が
り
の
斜
投
影
式
で
あ
る
が
、
建
物
は
ほ
と
ん
ど
が
南
向
き
で
あ
る
た
め
、
右
上
が
り
、
左
上
が
り
ど
ち
ら
で
も
正
面
側
が
見
え
る
。
　
寺
社
境
内
絵
図
の
近
世
の
遺
品
に
つ
い
て
は
、
中
世
の
遺
品
と
同
じ
手
法
の
も
の
も
あ
れ
ぽ
新
し
い
手
法
の
も
の
も
あ
る
。
　
「
唐
招
提
寺
伽
藍
図
」
（
江
戸
時
代
）
は
正
面
図
式
を
主
と
し
た
配
置
図
風
の
も
の
で
、
子
院
は
敷
地
割
り
だ
け
が
示
さ
れ
て
い
る
。
「
法
隆
寺
惣
境
内
図
」
（
一
七
九
七
年
）
も
配
置
図
的
要
素
の
濃
い
図
で
、
西
院
・
東
院
の
伽
藍
は
正
面
図
式
を
主
と
す
る
が
、
子
院
は
略
配
置
図
に
な
っ
て
い
る
。
正
面
図
式
の
建
物
で
は
、
屋
根
だ
け
が
隅
行
き
方
向
か
ら
見
た
よ
う
に
側
面
も
描
か
れ
て
い
る
の
が
お
も
し
ろ
い
。
こ
う
し
た
手
法
は
「
唐
招
提
寺
伽
藍
図
」
で
も
講
堂
な
ど
に
用
い
ら
れ
て
い
る
ほ
か
、
江
戸
時
代
の
遺
品
に
は
し
ば
し
ぼ
見
ら
れ
、
そ
れ
以
前
に
も
「
東
福
寺
伽
藍
図
」
（
室
町
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）
時
代
）
や
「
神
護
寺
伽
藍
図
」
（
桃
山
時
代
）
な
ど
に
み
ら
れ
る
が
、
両
図
は
建
物
の
描
写
が
簡
略
で
山
や
谷
を
南
画
風
に
描
い
た
水
墨
画
で
あ
り
、
い
ま
ま
で
見
て
き
た
寺
社
境
内
絵
図
と
は
違
う
。
　
　
　
　
　
　
（
3
）
　
「
総
持
寺
伽
藍
図
」
（
江
戸
時
代
）
も
配
置
図
的
な
図
で
あ
る
が
、
斜
投
影
式
図
ま
た
は
本
格
的
な
立
面
図
を
別
紙
に
描
い
て
切
取
り
、
貼
付
け
て
い
る
点
が
変
っ
て
い
る
。
　
「
黄
壁
山
境
内
図
」
（
江
戸
時
代
）
は
全
体
が
斜
投
影
式
の
斜
め
上
か
ら
見
下
ろ
し
た
図
で
、
周
辺
の
山
野
も
含
め
て
景
観
描
写
に
重
き
を
置
い
た
寺
領
傍
示
図
の
一
種
で
あ
る
。
　
「
興
福
寺
春
日
社
境
内
絵
図
」
（
江
戸
時
代
）
は
春
日
山
を
含
め
て
春
日
社
と
興
福
寺
と
を
上
下
に
描
い
た
縦
長
の
大
図
で
、
先
述
の
「
春
日
社
寺
曼
茶
羅
」
に
似
て
は
い
る
が
、
社
寺
の
向
き
・
配
置
を
ほ
ぼ
正
確
に
写
し
て
い
て
地
図
的
要
素
も
含
ん
で
い
る
。
春
日
社
の
建
物
は
斜
投
影
式
、
興
福
寺
は
正
面
図
式
が
主
で
、
興
福
寺
の
子
院
は
「
法
隆
寺
惣
境
内
図
」
と
同
じ
く
略
配
置
図
で
す
ま
せ
て
い
る
。
「
東
大
寺
寺
中
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絵画に見る建築の描き方
寺
外
惣
絵
図
」
（
十
七
世
紀
後
半
）
は
さ
ら
に
地
図
的
要
素
の
濃
い
も
の
て
、
絵
図
制
作
当
時
失
わ
れ
て
い
た
建
物
は
柱
位
置
（
礎
石
の
つ
も
り
か
）
だ
け
を
示
し
て
指
図
風
に
描
か
れ
て
い
る
。
　
ま
た
、
寺
社
建
築
の
造
営
に
直
接
関
連
す
る
絵
図
と
し
て
は
、
「
延
暦
寺
根
本
中
　
　
　
　
　
（
4
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）
堂
他
御
造
営
絵
図
」
（
寛
永
頃
）
や
「
東
大
寺
大
仏
殿
落
慶
図
屏
風
」
（
一
七
〔
）
九
年
）
が
あ
る
。
前
者
は
ヒ
か
ら
見
下
ろ
し
て
大
き
く
斜
投
影
式
に
描
き
な
が
ら
軒
だ
け
は
見
上
げ
た
よ
う
に
組
物
を
詳
細
に
描
い
て
い
る
た
め
、
前
出
の
「
春
日
社
寺
曼
茶
羅
一
と
同
じ
く
や
や
不
自
然
な
図
に
な
っ
て
い
る
。
竣
工
成
っ
た
堂
を
描
き
残
す
た
め
の
図
で
あ
る
か
ら
、
複
雑
に
組
ま
れ
た
組
物
を
見
せ
た
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
後
者
は
回
廊
に
囲
ま
れ
た
大
仏
殿
の
一
郭
を
は
じ
め
鐘
楼
の
周
辺
な
ど
大
部
分
が
軸
測
投
影
図
式
で
、
南
L
入
門
な
ど
↓
部
が
斜
投
影
式
の
図
で
描
か
れ
て
い
る
。
　
こ
の
よ
う
に
、
近
世
の
寺
社
境
内
絵
図
に
は
種
々
の
も
の
が
あ
る
が
、
な
か
で
も
　
唐
招
提
寺
伽
藍
図
」
［
－
興
福
寺
春
日
社
境
内
絵
図
一
「
法
隆
与
惣
境
内
図
」
な
ど
の
よ
う
に
、
図
だ
け
で
は
な
く
各
建
物
の
構
造
形
式
な
ど
多
く
の
情
報
を
文
字
で
書
き
込
ん
だ
も
の
が
出
て
き
た
の
が
特
徴
の
一
つ
と
い
え
る
、
⇔
　
都
　
市
　
図
　
つ
ぎ
に
、
室
町
時
代
後
期
以
降
制
作
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
都
市
図
屏
風
に
つ
い
て
、
洛
中
洛
外
図
と
江
戸
図
の
代
表
的
な
遺
品
を
見
よ
う
。
　
数
あ
る
洛
中
洛
外
図
の
う
ち
最
古
と
さ
れ
る
歴
博
甲
本
（
旧
町
田
本
、
十
六
世
紀
前
半
）
は
、
寺
院
・
神
社
、
町
家
群
な
ど
が
主
と
し
て
伝
統
的
な
右
上
が
り
の
斜
投
影
式
で
描
か
れ
、
上
方
の
遠
景
部
分
が
左
上
が
り
の
斜
投
影
式
、
塔
・
山
鉾
な
ど
が
軸
測
投
影
式
で
あ
る
ほ
か
、
金
閣
だ
け
が
正
面
図
式
に
描
か
れ
て
い
る
。
右
上
が
り
図9　洛中洛外図（上杉本部分一米沢市蔵）
図10　洛中洛外図（上杉本部分）
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の
立
上
が
り
勾
配
は
ほ
ぼ
九
寸
～
一
尺
一
寸
で
、
棟
が
左
右
に
通
り
側
面
が
見
え
る
建
物
の
梁
間
だ
け
は
そ
れ
よ
り
緩
い
も
の
が
多
い
。
十
六
世
紀
中
頃
の
景
観
を
描
い
た
と
さ
れ
る
上
杉
本
の
方
は
、
塔
・
山
鉾
、
遠
景
に
至
る
ま
で
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
が
右
上
が
り
の
斜
投
影
式
で
描
か
れ
、
遠
景
の
吉
田
神
社
な
ど
ご
く
一
部
だ
け
が
軸
測
投
影
式
で
描
か
れ
て
い
る
。
立
上
が
り
の
勾
配
は
塔
を
除
い
て
は
一
尺
一
寸
～
一
尺
五
寸
と
歴
博
甲
本
よ
り
か
な
り
急
で
あ
る
た
め
、
屋
根
が
か
な
り
尖
っ
て
い
る
。
な
か
で
も
、
棟
が
上
下
に
通
る
建
物
の
立
上
が
り
勾
配
は
軒
先
よ
り
棟
の
方
が
急
な
も
の
が
多
く
、
よ
り
屋
根
が
尖
る
こ
と
に
な
る
。
左
右
に
棟
が
通
る
建
物
で
側
面
（
梁
間
方
向
）
の
立
上
が
り
勾
配
が
ほ
か
よ
り
緩
い
の
は
歴
博
甲
本
と
同
じ
で
あ
る
。
ま
た
、
歴
博
甲
本
で
は
東
西
・
南
北
の
通
り
が
連
続
し
て
描
か
れ
て
い
る
が
、
上
杉
本
で
は
金
雲
に
よ
っ
て
途
切
れ
た
所
が
多
く
、
そ
の
部
分
は
両
側
の
通
り
の
引
通
し
線
が
必
ず
し
も
一
致
せ
ず
、
と
く
に
東
西
の
通
り
が
合
わ
な
い
。
ま
た
、
歴
博
甲
本
で
は
遠
景
部
分
の
建
物
を
小
さ
く
し
、
か
つ
描
法
を
変
え
て
い
る
の
に
対
し
、
上
杉
本
の
遠
景
部
分
は
か
な
り
小
さ
く
は
す
る
が
、
描
法
は
特
異
な
形
式
を
も
つ
吉
田
神
社
を
除
い
て
は
変
え
て
い
な
い
。
こ
の
よ
う
に
、
洛
中
洛
外
図
の
両
屏
風
は
描
法
に
違
い
は
あ
る
も
の
の
、
遠
近
感
を
出
そ
う
と
し
て
い
る
点
が
、
従
来
の
絵
巻
や
寺
社
境
内
絵
図
と
異
な
る
。
こ
れ
は
限
ら
れ
た
寺
社
の
境
内
と
は
違
っ
て
、
都
市
と
い
う
広
い
範
囲
を
一
画
面
に
描
く
た
め
で
あ
ろ
う
。
　
十
七
世
紀
初
め
の
景
観
を
描
い
た
と
さ
れ
る
岡
山
美
術
館
本
は
、
勾
配
の
緩
い
左
上
が
り
の
斜
投
影
式
を
基
本
と
す
る
が
、
こ
れ
に
は
お
構
い
な
く
所
々
に
右
上
が
り
の
図
も
入
れ
て
い
て
、
や
や
全
体
的
な
ま
と
ま
り
に
欠
け
る
と
共
に
地
理
的
要
素
を
無
視
し
た
も
の
に
な
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、
立
上
が
り
勾
配
が
緩
い
た
め
に
、
左
右
図11江戸名所図屏風（部分一出光美術館蔵）
棟
の
梁
間
方
向
の
勾
配
は
ほ
ぼ
立
上
が
り
勾
配
と
合
っ
て
い
て
、
見
た
目
に
破
た
ん
は
な
い
。
な
お
、
遠
景
部
分
を
小
さ
く
し
て
描
法
も
変
え
て
い
る
点
は
歴
博
甲
本
と
同
じ
で
あ
る
。
岡
山
美
術
館
本
と
ほ
ぼ
同
じ
頃
の
舟
木
本
は
中
心
部
を
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
し
た
構
図
で
、
全
体
が
勾
配
の
ご
く
緩
い
左
上
が
り
の
斜
投
影
式
で
描
か
れ
て
い
る
。
　
次
に
、
江
戸
の
町
を
描
い
た
屏
風
に
つ
い
て
み
る
と
、
最
も
古
い
と
さ
れ
て
い
る
「
江
戸
名
所
図
屏
風
」
（
出
光
美
術
館
、
十
七
世
紀
初
め
）
は
、
町
の
賑
わ
い
に
焦
点
を
あ
て
て
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
し
た
手
法
で
描
か
れ
て
い
る
。
天
地
が
狭
く
横
幅
の
あ
る
八
曲
一
双
の
画
面
に
合
わ
せ
て
、
地
理
的
要
素
は
あ
ま
り
重
視
せ
ず
、
通
り
と
河
を
右
か
ら
左
へ
展
開
さ
せ
て
い
る
。
町
並
は
曲
線
的
に
連
続
す
る
と
こ
ろ
も
あ
り
、
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こ
の
点
直
線
だ
け
の
洛
中
洛
外
図
と
は
異
な
る
。
建
物
は
左
上
が
り
の
斜
投
影
式
図
が
多
い
が
、
右
上
が
り
や
軸
測
投
影
式
の
部
分
も
あ
る
。
な
か
で
も
、
軸
測
投
影
式
は
塔
な
ど
単
体
の
寺
社
建
築
だ
け
で
な
く
町
家
群
な
ど
に
も
用
い
ら
れ
て
い
る
点
に
特
色
が
あ
る
。
こ
れ
は
画
面
構
成
に
関
係
す
る
も
の
で
、
一
定
の
描
写
手
法
に
と
ら
れ
わ
な
い
だ
け
に
、
よ
り
躍
動
感
に
あ
ふ
れ
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
立
上
が
り
の
勾
配
は
一
尺
以
下
の
比
較
的
緩
い
も
の
が
多
い
が
、
前
述
の
よ
う
に
曲
線
的
に
連
続
す
る
所
も
あ
っ
て
、
勾
配
に
も
あ
ま
り
と
ら
わ
れ
て
い
な
い
。
た
だ
し
、
棟
が
立
上
が
り
の
方
向
に
通
る
建
物
は
裏
側
の
展
根
面
が
描
か
れ
て
お
ら
ず
、
と
く
に
町
家
の
屋
根
は
表
裏
の
勾
配
が
異
な
っ
て
見
え
不
自
然
で
あ
る
。
　
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
蔵
の
「
江
戸
図
屏
風
」
は
江
戸
市
中
だ
け
で
な
く
川
越
な
ど
も
含
め
た
広
範
な
地
域
を
細
密
に
描
い
た
も
の
で
、
三
代
将
軍
家
光
の
事
蹟
を
顕
彰
す
る
ね
ら
い
を
も
つ
と
さ
れ
て
い
る
。
や
は
り
右
か
ら
左
へ
連
続
し
た
景
観
構
成
と
な
っ
て
い
て
、
描
写
は
伝
統
的
な
右
上
が
り
の
斜
投
影
式
が
多
い
。
し
か
し
、
　
一
部
に
は
左
上
が
り
も
混
じ
る
ほ
か
、
左
隻
右
下
の
浅
草
寺
は
南
面
す
る
境
内
を
東
か
ら
見
た
角
度
で
左
右
両
方
の
立
上
が
り
を
用
い
て
い
て
境
内
全
体
と
し
て
は
一
点
透
視
図
式
に
な
り
、
増
上
寺
台
徳
院
は
軸
測
投
影
式
に
な
っ
て
い
る
。
左
上
が
り
で
描
か
れ
て
い
る
の
は
右
隻
で
は
寛
永
寺
の
一
郭
、
左
隻
で
は
江
戸
城
天
守
か
ら
紅
葉
山
・
西
の
丸
に
か
け
て
で
あ
り
、
特
に
重
要
な
部
分
を
逆
の
立
上
が
り
に
し
て
目
立
つ
よ
う
に
し
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
立
上
が
り
の
勾
配
は
ほ
ぼ
一
尺
以
上
の
か
な
り
ま
ち
ま
ち
で
、
通
り
の
水
平
線
は
ほ
ぼ
守
ら
れ
て
い
る
が
、
神
田
周
辺
の
よ
う
に
一
ブ
ロ
ッ
ク
全
体
が
傾
い
た
と
こ
ろ
も
あ
る
。
棟
が
立
上
が
り
方
向
に
通
る
町
家
は
、
「
江
戸
名
所
図
屏
風
」
と
同
じ
く
屋
根
の
描
き
方
が
不
自
然
で
あ
る
。
本
図
に
つ
い
て
は
、
一
応
明
暦
大
火
以
前
の
景
観
を
描
い
た
と
さ
れ
る
も
の
の
、
景
観
年
代
・
制
作
年
代
と
も
に
異
説
が
あ
っ
て
い
ま
だ
固
ま
っ
て
は
い
な
い
。
　
こ
の
よ
う
に
都
市
図
屏
風
で
は
、
初
期
の
洛
中
洛
外
図
歴
博
本
と
上
杉
本
は
絵
巻
類
と
同
じ
く
伝
統
的
な
右
上
が
り
の
斜
投
影
式
が
主
で
、
一
部
に
軸
測
投
影
式
や
左
上
が
り
の
斜
投
影
式
も
用
い
ら
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
近
世
の
洛
中
洛
外
図
や
江
戸
図
は
左
上
が
り
の
斜
投
影
式
を
主
と
し
た
も
の
が
多
い
。
画
面
の
広
さ
に
合
わ
せ
て
遠
近
感
を
出
す
た
め
に
遠
景
部
分
の
描
法
を
変
え
る
こ
と
も
行
わ
れ
て
お
り
、
こ
の
点
が
従
来
の
絵
巻
類
や
寺
社
境
内
図
と
異
な
る
。
ま
た
、
江
戸
図
で
は
地
形
の
関
係
も
あ
っ
て
、
直
線
だ
け
で
な
く
曲
線
で
連
続
す
る
描
き
方
も
さ
れ
て
い
る
。
都
市
図
に
限
ら
ず
斜
投
影
式
や
軸
測
投
影
式
の
図
で
は
高
さ
方
向
が
少
し
誇
張
し
て
描
か
れ
る
た
め
、
柱
間
数
な
ど
は
実
際
よ
り
少
な
く
描
く
こ
と
が
多
く
、
連
続
し
た
町
家
で
は
棟
数
も
減
ら
す
の
が
普
通
で
あ
る
。
二
　
描
か
れ
た
内
容
　
以
上
、
絵
巻
・
寺
社
境
内
絵
図
・
都
市
図
屏
風
に
つ
い
て
、
建
築
が
詳
細
に
描
か
れ
て
い
る
主
な
遺
品
を
中
心
に
そ
の
作
図
手
法
を
見
て
き
た
。
次
に
、
そ
こ
に
描
か
れ
た
建
築
が
ど
の
程
度
正
確
に
写
さ
れ
て
い
る
の
か
、
歴
史
資
料
と
し
て
の
価
値
は
ど
う
な
の
か
、
と
い
っ
た
点
に
つ
い
て
み
ょ
う
。
O
　
絵
　
　
　
巻
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）
m
「
信
貴
山
縁
起
」
に
描
か
れ
た
東
大
寺
大
仏
殿
に
つ
い
て
は
福
山
敏
男
氏
の
論
考
1玉］立．歴史1亡1谷卜8彩ク同’；研定軒｛告　　着丁60集　　q995）
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が
あ
る
の
で
こ
こ
で
詳
し
く
述
べ
る
こ
と
は
し
な
い
が
、
史
実
に
合
う
点
と
合
わ
な
い
点
と
を
い
く
つ
か
あ
げ
て
お
く
。
桁
行
が
十
一
間
と
み
ら
れ
る
こ
と
の
ほ
か
、
扉
が
幅
の
狭
い
板
を
何
枚
も
矧
ぎ
合
わ
せ
た
形
式
で
あ
る
こ
と
、
地
垂
木
ら
し
い
垂
木
が
円
形
で
あ
る
こ
と
、
な
ど
は
奈
良
時
代
に
建
立
さ
れ
治
承
二
年
（
＝
七
八
）
に
焼
け
た
大
仏
殿
が
そ
う
で
あ
っ
た
と
考
え
て
よ
い
。
し
か
し
、
頭
貫
が
な
く
て
長
押
の
上
に
間
斗
束
が
立
つ
建
築
手
法
は
あ
り
得
な
い
し
、
小
壁
の
組
物
脇
に
み
ら
れ
る
唐
草
文
様
は
実
際
に
は
興
福
寺
北
円
堂
な
ど
と
同
じ
よ
う
に
間
斗
束
の
脇
に
描
か
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
建
築
の
側
か
ら
み
る
と
細
部
に
つ
い
て
は
事
実
に
反
す
る
部
分
が
い
く
つ
か
あ
る
も
の
の
、
絵
画
と
し
て
み
れ
ば
実
在
の
大
仏
殿
の
印
象
を
よ
く
と
ら
え
て
描
い
た
と
い
え
よ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）
　
「
＝
遍
上
人
絵
伝
」
に
描
か
れ
た
寺
社
の
建
築
に
つ
い
て
も
福
山
敏
男
氏
の
論
考
図13石清水八幡宮社殿（根津美術館本）
が
あ
っ
て
、
詳
細
に
描
か
れ
て
は
い
る
が
疑
問
点
も
多
い
こ
と
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
同
氏
が
あ
ま
り
触
れ
て
お
ら
れ
な
い
点
を
あ
げ
て
お
く
。
石
清
水
八
幡
宮
の
場
面
で
は
山
上
の
本
宮
社
殿
と
そ
の
周
辺
が
描
か
れ
て
い
る
が
、
細
部
に
つ
い
て
み
る
と
い
ろ
い
ろ
問
題
が
あ
る
。
本
殿
は
八
幡
造
に
な
っ
て
い
る
も
の
の
、
側
面
で
は
造
り
合
い
が
吹
放
し
で
あ
っ
た
り
内
殿
に
扉
口
が
設
け
ら
れ
て
い
る
点
は
史
実
　
　
（
8
）
に
反
す
る
。
こ
の
点
前
出
の
「
石
清
水
八
幡
宮
曼
茶
羅
一
根
津
美
術
館
本
で
は
史
実
通
り
に
描
か
れ
て
い
る
。
ま
た
、
玉
垣
外
東
側
の
宝
塔
院
は
多
宝
塔
形
式
で
あ
る
が
、
根
津
美
術
館
本
で
は
二
重
の
方
形
塔
と
し
て
描
か
れ
て
お
り
、
そ
ち
ら
の
方
が
正
し
　
　
　
　
　
（
9
）
い
と
考
え
ら
れ
る
。
絵
巻
で
は
こ
の
多
宝
塔
が
石
造
基
壇
上
に
縁
を
設
け
ず
に
建
っ
て
い
る
が
、
多
宝
塔
は
平
安
時
代
に
そ
の
形
式
が
創
り
出
さ
れ
た
時
点
か
ら
下
重
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）
床
・
縁
が
設
け
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
、
こ
の
点
で
も
多
．
宝
塔
の
正
し
い
形
式
を
写
し
128
絵画に見る建築の描き方
て
は
い
な
い
。
こ
の
ほ
か
、
東
北
隅
の
若
宮
に
つ
い
て
も
、
絵
巻
の
描
写
は
根
津
美
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）
術
館
本
と
違
っ
て
い
て
、
後
者
の
方
が
史
実
に
合
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
　
ま
た
、
善
光
寺
の
場
面
で
は
中
軸
線
上
に
仁
王
門
・
五
重
塔
・
中
門
・
本
堂
が
並
び
、
中
門
か
ら
回
廊
が
出
て
本
堂
を
取
囲
む
情
景
が
描
か
れ
て
い
る
。
本
堂
は
横
長
の
平
面
で
、
屋
根
は
一
重
、
前
後
に
庇
が
付
き
棟
が
十
字
形
で
あ
る
。
中
世
に
お
け
る
善
光
寺
本
堂
の
構
造
形
式
に
つ
い
て
は
確
か
な
資
料
が
な
く
明
ら
か
で
な
い
が
、
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）
「
善
光
寺
如
来
絵
伝
」
本
証
寺
本
（
鎌
倉
時
代
）
を
み
る
と
、
伽
藍
の
構
成
は
「
一
遍
上
人
絵
伝
」
と
よ
く
似
て
い
る
も
の
の
各
建
物
の
構
造
形
式
は
異
な
る
点
が
多
い
。
な
か
で
も
本
堂
は
現
在
の
本
堂
（
一
七
〇
七
年
）
と
同
じ
よ
う
に
奥
行
が
深
い
縦
長
の
平
面
で
、
二
重
・
妻
入
・
T
字
形
の
棟
を
も
っ
た
屋
根
に
描
か
れ
て
い
る
。
本
堂
は
創
建
以
来
た
び
た
び
焼
失
・
再
建
を
繰
り
返
し
て
い
て
、
本
証
寺
本
絵
図
と
絵
巻
と
は
別
の
本
堂
を
描
い
た
と
も
思
わ
れ
る
が
、
中
世
の
建
物
が
現
存
す
る
豊
前
善
光
　
（
1
3
）
寺
本
堂
（
南
北
朝
時
代
）
の
例
も
あ
り
、
早
い
時
期
に
奥
行
の
深
い
縦
長
平
面
の
形
式
が
成
立
し
て
い
た
可
能
性
は
高
い
。
絵
巻
の
よ
う
に
、
横
長
平
面
で
あ
り
な
が
ら
十
字
形
の
屋
根
と
す
る
こ
と
は
構
造
形
式
上
考
え
ら
れ
な
い
。
絵
巻
を
制
作
し
た
絵
師
は
、
同
本
堂
が
珍
し
い
形
式
で
あ
る
こ
と
は
知
っ
て
い
た
も
の
の
、
現
地
を
見
ず
に
描
い
た
た
め
に
中
途
半
端
な
図
に
な
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
　
高
野
山
金
剛
峯
寺
の
場
面
に
つ
い
て
は
、
福
山
氏
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
と
お
り
、
南
か
ら
見
た
金
堂
・
大
塔
を
中
心
と
す
る
壇
上
の
伽
藍
配
置
が
左
右
（
東
西
）
で
逆
転
し
て
い
る
。
前
出
の
「
高
野
山
絵
図
」
な
ど
鎌
倉
時
代
の
高
野
山
を
描
い
た
絵
画
は
い
く
つ
か
あ
る
が
、
そ
れ
ら
は
ど
れ
も
正
し
い
配
置
に
な
っ
て
い
る
。
「
一
遍
上
人
絵
伝
」
は
絵
巻
で
あ
っ
て
左
か
ら
右
へ
物
語
が
展
開
す
る
た
め
、
西
方
の
大
門
か
ら
入
っ
て
東
へ
進
む
状
況
を
南
か
ら
描
く
に
は
逆
に
な
っ
て
し
ま
う
。
し
た
が
っ
て
、
東
西
を
あ
え
て
入
れ
替
え
た
と
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
も
な
い
が
、
石
清
水
八
幡
宮
や
備
後
国
一
宮
な
ど
左
に
正
面
を
向
け
て
描
か
れ
た
場
面
も
あ
っ
て
、
問
題
が
残
る
。
　
こ
の
よ
う
に
、
「
一
遍
上
人
絵
伝
」
に
は
史
実
に
反
す
る
場
面
が
多
い
。
石
清
水
八
幡
宮
の
宝
塔
院
や
善
光
寺
本
堂
な
ど
類
例
が
稀
で
特
異
な
形
式
は
、
絵
師
が
現
地
を
見
れ
ぽ
印
象
深
く
記
憶
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
し
、
伽
藍
配
置
も
全
く
逆
に
見
取
る
こ
と
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
ら
の
絵
は
絵
師
が
現
地
を
訪
れ
て
描
写
し
た
の
で
は
な
く
、
不
確
か
な
資
料
か
風
聞
に
基
づ
い
て
描
い
た
の
で
は
な
い
か
　
　
　
　
（
1
4
）
と
思
わ
れ
る
。
本
絵
巻
の
寺
社
の
図
に
つ
い
て
は
、
藤
井
恵
介
氏
も
大
建
築
の
屋
根
が
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）
入
母
屋
造
・
桧
皮
葺
と
し
て
類
型
的
に
描
か
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
　
「
松
崎
天
神
縁
起
」
で
は
巻
六
に
松
崎
天
神
（
現
防
府
天
満
宮
）
の
工
事
中
の
場
面
と
完
成
し
た
社
殿
の
場
面
が
描
か
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
描
か
れ
た
社
殿
に
つ
い
て
は
、
俊
乗
坊
重
源
が
造
営
し
た
当
時
の
状
況
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
と
福
山
敏
男
氏
が
推
　
　
　
　
　
（
1
6
）
定
し
て
お
ら
れ
る
。
鎌
倉
時
代
の
松
崎
天
神
社
殿
の
構
造
形
式
に
つ
い
て
は
『
南
無
阿
弥
陀
仏
作
善
集
』
に
「
天
神
宮
宝
殿
井
拝
殿
三
面
回
廊
楼
門
」
と
あ
る
以
外
詳
し
い
こ
と
は
分
か
ら
な
い
。
し
か
し
、
絵
巻
に
描
か
れ
て
い
る
よ
う
に
、
楼
門
に
床
を
張
り
向
拝
を
設
け
て
拝
殿
風
と
し
、
代
り
に
拝
殿
を
幣
殿
の
よ
う
に
扱
う
形
式
は
、
山
口
市
の
今
八
幡
宮
社
殿
（
室
町
時
代
後
期
）
を
は
じ
め
山
口
県
地
方
の
神
社
建
築
に
広
く
み
ら
れ
る
特
色
で
あ
る
。
本
殿
を
桁
行
三
間
・
梁
間
二
間
、
入
母
屋
造
と
す
る
点
も
山
口
市
の
古
熊
神
社
本
殿
（
一
六
一
八
年
）
に
類
例
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
絵
巻
に
描
か
れ
た
松
崎
天
神
の
社
殿
は
実
物
を
か
な
り
正
確
に
描
写
し
た
可
能
性
が
高
い
。
た
だ
し
、
本
殿
に
頭
貫
が
な
く
組
物
中
備
に
間
斗
束
と
129
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墓
股
が
一
緒
に
あ
る
な
ど
細
部
に
つ
い
て
は
正
確
と
は
い
い
が
た
い
し
、
楼
門
・
拝
殿
・
本
殿
の
屋
根
が
瓦
葺
に
描
か
れ
て
い
る
点
に
も
疑
問
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
な
お
、
頭
貫
を
描
か
な
い
例
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
「
信
貴
山
縁
起
」
の
東
大
寺
大
仏
殿
に
も
見
ら
れ
、
絵
師
が
建
築
を
描
く
際
に
見
落
し
や
す
い
部
分
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
頭
貫
の
す
ぐ
下
に
は
長
押
が
あ
っ
て
、
そ
れ
に
じ
ゃ
ま
さ
れ
て
頭
貫
が
見
え
に
く
い
か
ら
と
も
考
え
ら
れ
る
。
　
「
春
日
権
現
験
記
」
に
は
い
く
つ
か
の
社
寺
が
描
か
れ
て
い
る
が
、
な
か
で
も
春
日
本
社
本
殿
の
描
写
は
、
古
式
を
踏
襲
し
て
い
る
現
本
殿
（
一
八
六
三
年
）
と
比
べ
て
細
部
ま
で
き
わ
め
て
よ
く
合
　
　
（
1
7
）
致
す
る
。
こ
れ
も
当
時
の
社
殿
を
正
確
に
写
し
た
か
、
確
か
な
資
料
に
よ
っ
て
描
い
た
と
み
て
よ
い
の
だ
ろ
う
。
　
「
桑
実
寺
縁
起
」
に
は
上
巻
第
一
段
と
下
巻
第
二
段
に
桑
実
寺
の
伽
藍
が
描
か
れ
て
お
り
、
両
者
で
は
堂
塔
の
配
置
や
構
造
形
式
が
異
な
る
が
、
本
絵
巻
制
作
の
際
に
実
在
し
た
伽
藍
を
写
し
た
と
す
れ
ば
内
容
か
ら
み
て
後
者
で
あ
ろ
う
。
現
本
堂
は
南
北
朝
時
代
の
建
立
で
あ
り
、
三
重
塔
は
現
存
し
な
い
が
文
明
十
五
年
（
一
四
八
三
）
に
建
立
さ
れ
明
治
十
三
年
に
取
壊
さ
れ
て
い
る
の
で
、
絵
巻
が
制
作
さ
れ
た
天
文
元
年
（
一
五
三
二
）
に
は
現
本
堂
と
三
重
塔
が
存
在
し
て
い
た
。
下
巻
に
描
か
れ
た
本
堂
は
桁
行
五
間
・
梁
間
五
間
・
寄
棟
造
・
向
拝
付
・
桧
皮
葺
で
、
屋
根
形
式
や
向
拝
の
有
無
、
梁
間
間
数
な
ど
が
現
本
堂
（
桁
行
五
間
・
梁
間
六
間
・
入
母
屋
造
・
向
拝
な
し
）
と
異
な
る
が
、
桁
行
間
数
・
桧
皮
葺
・
柱
間
装
置
な
ど
お
よ
そ
の
感
じ
は
似
て
い
る
と
い
え
る
。
三
重
塔
が
建
っ
て
い
た
場
所
は
現
在
で
は
よ
く
分
か
ら
な
い
が
、
伝
承
で
は
絵
巻
の
位
置
に
近
い
。
鐘
楼
・
鎮
守
社
な
ど
は
現
在
も
後
身
の
建
物
が
あ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
位
置
関
係
も
含
め
て
描
か
れ
た
境
内
の
立
地
状
況
は
現
況
と
き
わ
め
て
よ
く
似
て
い
る
。
こ
の
絵
巻
の
画
の
制
作
に
あ
た
っ
て
は
、
絵
師
の
土
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）
佐
光
茂
が
享
禄
五
年
（
一
五
三
二
）
に
桑
実
寺
へ
下
向
し
た
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
当
時
の
桑
実
寺
を
見
て
描
い
た
と
し
て
よ
い
の
だ
ろ
う
。
そ
の
さ
い
、
寺
院
全
体
の
状
況
は
ほ
ぼ
正
確
に
描
く
が
、
個
々
の
建
物
に
つ
い
て
は
雰
囲
気
を
重
視
す
る
も
の
の
、
構
造
形
式
を
正
確
に
写
す
こ
と
に
は
そ
れ
ほ
ど
留
意
し
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
　
以
上
の
よ
う
に
、
絵
巻
の
う
ち
特
定
の
寺
社
の
縁
起
・
霊
験
を
説
く
も
の
で
は
、
お
そ
ら
く
絵
師
が
現
地
を
実
見
す
る
か
、
あ
る
い
は
正
確
な
資
料
を
も
と
に
し
て
制
作
し
た
ら
し
く
、
建
物
の
種
類
や
配
置
は
か
な
り
正
確
に
描
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
各
建
物
の
構
造
形
式
や
細
部
手
法
に
つ
い
て
は
か
な
り
正
確
に
写
し
取
る
場
合
も
あ
れ
ぽ
、
全
体
の
印
象
や
特
徴
的
な
部
分
を
写
す
こ
と
で
そ
の
建
物
ら
し
く
見
せ
る
場
合
も
あ
っ
て
、
そ
れ
は
絵
師
の
性
格
に
も
よ
る
の
で
あ
ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
、
130
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現
存
し
な
い
過
去
の
状
況
を
描
く
場
合
は
よ
り
不
正
確
に
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
。
　
一
方
、
「
一
遍
上
人
絵
伝
」
の
よ
う
に
多
く
の
寺
社
を
描
く
も
の
で
は
、
必
ず
し
も
現
地
を
実
見
し
た
の
で
は
な
く
、
何
ら
か
の
資
料
あ
る
い
は
聞
き
取
り
に
よ
っ
て
そ
れ
ら
し
く
描
く
こ
と
が
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
⇔
　
寺
社
境
内
絵
図
　
最
古
の
寺
院
境
内
絵
図
で
も
あ
る
「
額
田
寺
伽
藍
並
条
里
図
」
に
つ
い
て
は
、
当
時
の
額
田
寺
伽
藍
を
知
る
資
料
が
な
く
確
か
な
こ
と
は
分
か
ら
な
い
。
し
か
し
、
南
大
門
・
中
門
・
金
堂
・
講
堂
を
南
北
の
中
軸
線
上
に
並
べ
て
中
門
と
金
堂
を
回
廊
で
つ
な
ぎ
、
南
大
門
と
中
門
の
中
間
東
方
に
三
重
塔
、
講
堂
の
東
・
西
・
北
に
僧
房
ら
し
き
建
物
を
配
し
、
こ
れ
ら
を
大
垣
で
囲
む
配
置
は
、
飛
鳥
・
奈
良
時
代
の
類
例
か
ら
み
て
ほ
ぼ
正
確
に
額
田
寺
の
伽
藍
を
写
し
た
も
の
と
み
て
よ
い
。
た
だ
し
、
金
堂
・
講
堂
が
絵
図
の
よ
う
に
桁
行
三
間
で
あ
っ
た
の
か
ど
う
か
な
ど
規
模
・
構
造
形
式
ま
で
正
確
に
写
し
た
と
み
る
の
は
難
し
か
ろ
う
。
　
「
称
名
寺
絵
図
」
は
裏
書
に
あ
る
よ
う
に
、
寺
領
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
の
膀
示
図
で
あ
っ
て
領
域
を
示
す
朱
線
が
引
か
れ
、
建
物
に
は
名
称
が
付
け
ら
れ
て
い
る
。
建
物
は
屋
根
が
桧
皮
又
は
こ
け
ら
葺
・
板
葺
・
瓦
葺
を
区
別
し
て
描
か
れ
、
門
・
金
堂
・
講
堂
・
鐘
楼
・
塔
・
雲
堂
・
庫
院
・
骨
堂
・
新
宮
・
鳥
居
は
赤
く
塗
ら
れ
て
い
る
。
絵
図
の
制
作
目
的
か
ら
す
る
と
、
各
建
物
の
配
置
だ
け
で
な
く
規
模
や
構
造
形
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）
式
に
つ
い
て
も
あ
る
程
度
そ
れ
ら
し
く
描
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
細
部
を
見
て
も
、
金
堂
・
講
堂
に
木
鼻
や
桟
唐
戸
な
ど
禅
宗
様
の
手
法
が
混
じ
っ
て
い
る
点
な
ど
、
よ
く
雰
囲
気
を
伝
え
て
い
る
と
い
え
る
。
た
だ
し
、
頭
貫
状
の
材
よ
り
上
へ
柱
が
延
び
て
組
物
が
な
い
の
は
こ
の
絵
図
の
限
界
で
あ
ろ
う
か
。
　
「
舐
園
社
境
内
絵
図
」
は
元
徳
二
年
（
一
三
三
〇
）
の
本
殿
造
営
に
際
し
て
制
作
さ
れ
た
図
で
、
そ
の
後
の
変
転
に
合
わ
せ
て
一
部
の
建
物
が
加
筆
・
抹
消
さ
れ
て
い
（2
9
）
る
。
そ
こ
に
描
か
れ
た
本
殿
・
拝
殿
・
回
廊
・
南
大
門
・
薬
師
堂
な
ど
主
要
建
物
の
規
模
・
形
式
（
少
な
く
と
も
正
面
柱
間
数
）
が
『
玉
蘂
L
の
承
久
二
年
（
一
二
二
〇
）
焼
亡
時
の
記
録
と
一
致
す
る
こ
と
を
福
山
敏
男
氏
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
絵
図
は
承
久
焼
亡
後
に
同
じ
規
模
・
形
式
で
再
建
さ
れ
た
建
物
を
忠
実
に
描
写
し
た
こ
と
に
な
る
。
多
宝
塔
は
大
塔
形
式
で
描
か
れ
て
い
る
が
、
『
中
右
記
』
の
承
徳
二
年
（
一
〇
九
八
）
の
記
事
か
ら
も
一
般
の
多
宝
塔
で
は
な
く
大
塔
形
式
で
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
1
）
あ
っ
た
ら
し
い
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
本
絵
図
は
建
物
の
描
き
方
は
さ
ほ
ど
細
密
で
な
い
が
、
規
模
・
形
式
は
か
な
り
正
確
に
描
写
し
た
も
の
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
　
「
宇
佐
神
宮
社
頭
絵
図
」
も
造
営
に
か
か
わ
る
も
の
で
、
大
内
氏
に
よ
る
応
永
年
間
（
＝
二
九
四
～
一
四
二
八
）
の
造
営
時
に
描
か
れ
た
と
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
時
建
立
さ
れ
な
か
っ
た
建
物
も
多
数
描
か
れ
て
い
る
こ
と
を
真
野
和
夫
氏
が
指
摘
さ
れ
　
（
2
2
）
て
い
る
。
復
興
後
の
情
景
を
写
し
た
の
で
は
な
く
、
復
興
予
想
図
と
い
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
同
じ
応
永
造
営
時
の
も
の
と
し
て
は
「
宇
佐
宮
並
弥
勒
寺
造
営
指
図
」
が
あ
り
、
両
者
の
内
容
は
ほ
ぼ
一
致
す
る
が
、
指
図
に
あ
る
経
蔵
が
絵
図
に
な
か
っ
た
り
、
南
大
門
や
大
塔
の
規
模
・
形
式
が
異
な
る
な
ど
の
相
違
点
も
あ
る
。
南
大
門
は
指
図
で
は
桁
行
五
間
な
の
が
絵
図
で
は
桁
行
三
間
に
、
大
塔
は
指
図
が
方
五
間
の
塔
で
絵
図
は
普
通
の
多
宝
塔
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
大
塔
に
つ
い
て
は
、
「
比
叡
山
東
塔
絵
図
」
な
ど
と
同
じ
く
方
形
二
重
塔
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
く
、
し
た
が
っ
て
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「
指
図
」
の
方
が
正
し
い
こ
と
に
な
る
。
　
「
下
鴨
神
社
境
内
図
」
は
鎌
倉
時
代
の
古
図
に
基
づ
い
て
室
町
時
代
に
描
か
れ
た
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
3
）
も
の
で
あ
ろ
う
と
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
後
の
あ
る
時
期
に
名
称
を
書
い
た
付
箋
が
貼
ら
れ
、
　
一
部
の
建
物
に
は
コ
顛
倒
L
な
ど
と
書
か
れ
て
い
て
、
社
殿
の
そ
の
後
の
変
遷
も
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
各
建
物
の
配
置
や
構
造
形
式
の
概
略
は
ほ
ぼ
正
確
に
写
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、
西
本
殿
に
墓
股
ら
し
き
も
の
が
見
え
る
な
ど
細
部
の
写
実
性
に
は
問
題
が
あ
る
。
　
礼
拝
を
目
的
と
し
て
制
作
さ
れ
た
と
す
る
「
石
清
水
八
幡
宮
曼
茶
羅
」
の
根
津
美
術
館
本
は
、
先
述
し
た
と
お
り
あ
る
時
期
の
社
殿
全
体
を
正
確
に
写
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
本
社
本
殿
・
若
宮
社
・
護
国
寺
・
下
院
・
極
楽
寺
な
ど
に
つ
い
て
鎌
倉
時
代
の
指
図
と
比
べ
て
み
て
も
、
本
社
本
殿
と
若
宮
社
は
柱
間
数
・
柱
間
装
置
が
一
致
す
る
し
、
護
国
寺
は
柱
間
装
置
が
少
し
異
な
る
も
の
の
正
面
を
吹
放
し
と
し
東
側
面
に
張
出
し
部
分
が
あ
る
点
は
同
じ
で
あ
る
。
下
院
と
極
楽
寺
に
つ
い
て
は
絵
図
の
剥
落
が
ひ
ど
く
、
よ
く
読
み
取
れ
な
い
。
宝
塔
院
に
つ
い
て
は
指
図
が
な
い
が
、
「
比
叡
山
東
塔
絵
図
」
に
描
か
れ
た
惣
持
院
多
宝
塔
と
同
じ
く
上
重
を
方
三
間
と
し
た
珍
し
い
形
式
で
あ
り
、
惣
持
院
多
宝
塔
の
方
は
他
の
資
料
か
ら
絵
図
に
描
か
れ
た
よ
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
4
）
な
形
式
で
あ
っ
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
て
い
る
。
根
津
美
術
館
本
は
各
建
物
が
き
わ
め
て
写
実
的
に
描
か
れ
て
い
る
こ
と
で
は
あ
り
、
宝
塔
院
が
特
異
な
形
式
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
実
在
の
建
物
を
写
し
た
と
み
て
よ
い
の
だ
ろ
う
。
こ
の
種
の
絵
図
は
古
く
か
ら
貞
和
感
得
の
図
と
呼
ば
れ
貞
和
年
間
に
作
ら
れ
た
と
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
、
近
年
の
土
田
充
義
氏
の
研
究
で
は
鎌
倉
時
代
に
描
か
れ
た
原
図
を
も
と
に
し
た
も
の
と
さ
　
　
（
2
5
）
れ
て
い
る
。
　
「
春
日
宮
曼
茶
羅
」
根
津
美
術
館
本
の
春
日
社
本
殿
は
庇
正
面
に
頭
貫
が
通
り
中
備
に
墓
股
の
描
か
れ
て
い
る
点
が
現
在
の
本
殿
と
は
異
な
る
。
庇
の
組
物
は
現
在
と
同
じ
く
舟
肘
木
に
な
っ
て
い
る
か
ら
、
頭
貫
・
墓
股
が
あ
る
こ
と
と
矛
盾
す
る
。
こ
う
し
た
形
式
の
本
殿
は
「
春
日
権
現
験
記
絵
」
を
は
じ
め
春
日
社
を
描
い
た
絵
図
に
は
見
ら
れ
ず
、
構
造
手
法
の
上
か
ら
も
実
在
し
た
と
は
考
え
が
た
い
。
同
じ
よ
う
に
礼
拝
用
に
制
作
さ
れ
た
絵
図
で
も
、
前
掲
の
「
石
清
水
八
幡
宮
曼
茶
羅
」
根
津
美
術
館
本
は
社
殿
と
周
辺
の
情
景
を
写
実
的
に
描
い
た
も
の
で
あ
り
、
本
図
は
本
社
本
殿
を
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
し
て
象
徴
的
に
描
い
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
両
者
で
は
当
然
な
が
ら
各
建
物
の
描
写
内
容
も
違
っ
て
こ
よ
う
。
　
近
世
の
も
の
に
つ
い
て
は
、
寺
領
傍
示
図
の
一
種
で
あ
る
「
黄
粟
山
境
内
図
」
二
六
九
二
年
頃
）
に
描
か
れ
た
建
物
を
現
状
と
比
べ
て
み
る
と
、
配
置
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
屋
根
の
形
式
と
葺
材
、
木
部
の
塗
装
な
ど
か
な
り
正
確
に
描
写
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
規
模
（
柱
間
）
に
つ
い
て
は
い
い
加
減
な
と
こ
ろ
も
あ
る
。
　
「
唐
招
提
寺
伽
藍
図
」
は
屋
根
の
形
式
や
柱
間
数
な
ど
を
か
な
り
正
確
に
描
写
し
て
い
る
が
、
書
き
込
ま
れ
た
東
西
・
南
北
の
間
数
（
柱
間
数
で
は
な
い
）
の
方
が
必
　
　
　
　
　
　
　
（
2
6
）
ず
し
も
正
確
で
は
な
い
。
こ
の
図
は
制
作
後
震
災
や
火
災
で
消
滅
し
た
建
物
に
つ
い
て
そ
の
旨
を
記
し
た
付
箋
を
付
け
て
お
り
、
「
下
鴨
神
社
境
内
絵
図
」
な
ど
と
同
じ
く
絵
図
制
作
後
の
建
物
の
変
遷
も
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
　
「
興
福
寺
春
日
社
境
内
絵
図
」
で
は
主
要
建
物
に
さ
ら
に
詳
し
く
構
造
形
式
を
書
き
込
ん
で
い
る
ほ
か
、
興
福
寺
に
つ
い
て
は
享
保
二
年
（
一
七
一
七
）
に
焼
失
し
た
中
核
部
を
朱
線
で
囲
み
、
そ
の
後
絵
図
制
作
時
ま
で
に
消
滅
し
た
建
物
に
も
そ
の
旨
を
朱
書
き
し
て
い
る
。
制
作
時
期
は
寛
政
三
年
（
一
七
九
一
）
か
ら
文
政
二
年
二
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）
の
間
で
、
災
害
で
失
わ
れ
た
建
物
の
復
興
を
期
し
た
絵
図
と
考
え
ら
れ
る
。
各
建
物
は
そ
れ
ら
し
く
描
か
れ
て
い
る
が
、
柱
間
数
な
ど
は
合
わ
な
い
も
の
も
あ
る
。
　
以
上
の
よ
う
に
、
あ
る
時
期
の
寺
院
・
神
社
の
状
況
を
示
す
た
め
に
制
作
さ
れ
た
境
内
絵
図
で
は
、
建
物
の
種
類
や
配
置
は
正
し
く
描
か
れ
て
い
る
が
、
各
建
物
の
構
造
形
式
や
細
部
手
法
に
つ
い
て
は
か
な
り
正
確
な
も
の
も
あ
れ
ば
、
お
よ
そ
の
感
じ
を
写
し
た
程
度
の
も
の
も
あ
る
。
往
時
の
状
況
を
復
原
的
に
描
い
た
境
内
図
も
あ
る
が
、
そ
の
場
合
は
正
確
な
資
料
に
よ
ら
な
い
か
ぎ
り
い
い
加
減
な
描
写
に
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
。
⇔
　
洛
中
洛
外
図
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
7
）
　
洛
中
洛
外
図
に
つ
い
て
は
す
で
に
高
橋
康
夫
氏
や
今
谷
明
氏
の
詳
細
な
論
考
が
あ
る
の
で
、
こ
こ
で
は
寺
社
等
の
個
別
の
検
討
は
行
わ
ず
、
主
と
し
て
歴
博
甲
本
と
上
杉
本
と
の
寺
社
建
築
の
描
き
方
の
相
違
を
見
る
こ
と
と
す
る
。
両
本
と
も
高
い
視
点
で
見
下
ろ
し
た
図
で
あ
る
か
ら
、
建
物
は
屋
根
が
目
立
っ
て
軸
部
は
あ
ま
り
見
え
ず
、
と
く
に
立
上
が
り
線
の
勾
配
が
急
な
上
杉
本
で
は
そ
れ
が
顕
著
で
あ
り
、
ま
た
建
物
が
左
右
に
並
ぶ
伽
藍
で
は
ず
い
ぶ
ん
接
近
し
て
描
か
れ
て
い
る
。
個
々
の
建
物
に
つ
い
て
現
存
す
る
寺
社
と
比
べ
て
み
る
と
、
規
模
（
柱
間
数
）
は
両
本
と
も
実
物
ど
お
り
で
は
な
く
、
た
と
え
ぽ
三
十
三
間
堂
を
み
て
も
ほ
か
よ
り
は
桁
行
を
長
く
し
て
い
る
も
の
の
、
も
ち
ろ
ん
三
十
五
間
は
な
い
（
歴
博
甲
本
七
間
×
三
間
、
上
杉
本
十
五
間
×
二
間
）
。
構
造
形
式
は
、
清
水
寺
本
堂
・
北
野
天
満
宮
社
殿
・
金
閣
な
ど
特
徴
の
あ
る
建
物
は
両
本
と
も
そ
れ
ら
し
く
描
か
れ
て
は
い
る
が
、
明
ら
か
に
実
際
と
は
異
な
る
点
も
多
く
、
屋
根
形
式
が
入
母
屋
造
の
三
十
三
間
堂
や
清
水
寺
本
堂
楽
屋
が
寄
棟
造
（
歴
博
本
の
三
十
三
間
堂
）
や
切
妻
造
（
上
杉
本
の
清
水
寺
）
に
描
か
れ
て
い
た
り
す
る
。
塔
は
、
歴
博
本
で
は
三
重
塔
・
五
重
塔
に
も
多
宝
塔
と
同
様
に
相
輪
に
宝
鎖
が
あ
り
、
反
対
に
上
杉
本
で
は
多
宝
塔
に
も
宝
鎖
が
な
い
。
実
際
に
は
、
相
輪
の
宝
鎖
は
多
宝
塔
に
あ
っ
て
三
重
塔
・
五
重
塔
に
な
い
の
が
一
般
形
式
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
　
数
棟
の
建
物
が
あ
る
伽
藍
で
は
、
描
く
方
向
は
違
っ
て
も
配
置
・
屋
根
形
式
が
両
本
で
同
じ
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
寺
院
に
は
次
の
も
の
が
あ
る
。
　
　
相
国
寺
　
瓦
葺
の
楼
門
・
二
重
仏
殿
・
法
堂
・
堂
舎
が
一
直
線
に
並
ぶ
　
　
　
　
　
　
　
　
（
上
杉
本
に
は
桧
皮
葺
の
方
丈
？
も
あ
る
）
。
　
　
嵯
峨
釈
迦
堂
－
瓦
葺
門
、
桧
皮
葺
の
舞
殿
・
本
堂
、
瓦
葺
多
宝
塔
、
袴
腰
付
誓
　
願
　
寺
　
し
か
し
全
体
と
し
て
は
、
る
方
が
多
く
、
主
な
も
の
を
あ
げ
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。
鐘
楼
、
堂
舎
（
歴
博
本
と
上
杉
本
で
は
鐘
楼
と
堂
舎
の
位
置
・
屋
根
葺
材
が
入
れ
換
わ
っ
て
い
る
）
。
瓦
葺
の
四
脚
門
・
本
堂
、
袴
腰
付
鐘
楼
、
板
葺
屋
（
鐘
楼
は
歴
博
本
桧
皮
葺
、
上
杉
本
瓦
葺
）
。
　
　
同
じ
寺
院
の
伽
藍
が
両
本
で
は
異
な
っ
て
描
か
れ
て
い
南
禅
寺－
歴
博
本
　
　
　
　
　
上
杉
本
等
持
寺－
歴
博
本
　
　
　
　
　
上
杉
本
大
徳
寺－
歴
博
本
　
　
　
　
　
上
杉
本
板
葺
屋
、
瓦
葺
の
一
重
堂
と
二
重
堂
桧
皮
葺
の
二
重
門
・
二
重
仏
殿
・
法
堂
、
回
廊
一
重
瓦
葺
本
堂
二
重
桧
皮
葺
本
堂
瓦
葺
の
四
脚
門
・
二
重
仏
殿
、
桧
皮
葺
堂
舎
瓦
葺
の
楼
門
・
仏
堂
、
桧
皮
葺
堂
舎
、
板
葺
屋
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革
　
堂
－
歴
博
本
　
瓦
葺
門
、
桧
皮
葺
本
堂
、
板
葺
鐘
楼
　
　
　
　
　
　
　
上
杉
本
　
瓦
葺
の
門
・
本
堂
・
鐘
楼
　
さ
ら
に
、
左
隻
左
側
で
横
一
列
に
並
ぶ
極
楽
寺
・
誓
願
寺
・
革
堂
・
百
万
遍
に
つ
い
て
み
る
と
、
歴
博
本
で
は
本
堂
が
四
者
四
様
（
板
葺
・
瓦
葺
・
桧
皮
葺
・
二
重
瓦
葺
）
で
あ
る
が
、
上
杉
本
で
は
雲
に
隠
さ
れ
て
見
え
な
い
極
楽
寺
を
除
い
て
三
者
と
も
瓦
葺
（
百
万
遍
も
一
重
）
で
あ
る
。
　
こ
の
よ
う
な
両
本
の
相
違
は
何
を
物
語
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
制
作
又
は
景
観
年
代
の
差
に
よ
っ
て
描
か
れ
た
建
物
が
建
て
替
え
ら
れ
た
可
能
性
は
あ
る
に
し
て
も
、
そ
れ
以
上
に
相
違
は
大
き
く
、
同
じ
建
物
を
描
い
た
は
ず
の
著
名
な
三
十
三
間
で
す
ら
前
述
の
ご
と
く
明
ら
か
に
違
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
各
建
物
の
配
置
を
は
じ
め
規
模
や
構
造
形
式
は
必
ず
し
も
事
実
に
即
し
て
描
か
れ
た
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
こ
の
点
が
、
少
な
く
と
も
配
置
は
正
確
に
写
し
た
寺
社
境
内
図
と
は
違
う
。
都
市
図
で
は
、
ど
の
神
社
・
寺
院
等
が
ど
こ
に
あ
る
か
に
つ
い
て
は
か
な
り
正
確
に
描
い
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
建
物
の
規
模
・
構
造
形
式
等
に
つ
い
て
は
、
特
殊
な
も
の
は
そ
れ
ら
し
く
描
く
も
の
の
一
般
的
な
も
の
は
適
当
に
描
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
特
殊
な
も
の
で
も
、
柱
間
数
や
屋
根
形
式
ま
で
は
事
実
ど
お
り
に
写
さ
な
か
っ
た
こ
と
は
先
に
見
た
と
お
り
で
、
建
築
家
で
は
な
い
絵
師
が
一
般
の
人
で
も
分
か
る
程
度
の
特
徴
を
と
ら
え
て
描
け
ば
そ
れ
で
よ
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
上
杉
本
で
は
万
寿
寺
・
南
禅
寺
・
大
徳
寺
と
い
っ
た
本
山
級
の
禅
宗
寺
院
に
つ
い
て
は
、
仏
殿
・
法
堂
の
二
棟
あ
る
い
は
こ
れ
に
三
門
を
加
え
た
三
棟
が
並
ん
で
描
か
れ
て
い
る
場
合
が
多
い
が
、
こ
れ
も
事
実
を
写
し
た
と
い
う
よ
り
は
禅
寺
の
あ
る
べ
き
一
般
的
な
姿
を
描
い
た
と
み
る
方
が
よ
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
誓
願
寺
・
革
堂
・
百
万
遍
に
つ
い
て
も
門
・
本
堂
が
似
た
よ
う
な
描
き
方
を
さ
れ
て
お
り
、
同
じ
こ
と
が
い
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
一
方
、
歴
博
本
で
は
極
楽
寺
か
ら
百
万
遍
ま
で
が
四
者
四
様
に
描
か
れ
て
い
る
の
も
、
事
実
を
写
し
た
の
で
は
な
く
、
適
当
に
変
化
を
付
け
て
描
い
た
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
塔
の
相
輪
に
つ
い
て
も
、
多
重
塔
・
多
宝
塔
の
い
か
ん
に
か
か
わ
ら
ず
、
歴
博
本
の
絵
師
は
す
べ
て
宝
鎖
が
あ
る
も
の
と
思
い
、
上
杉
本
の
絵
師
は
す
べ
て
宝
鎖
は
な
い
も
の
と
思
っ
て
い
て
、
事
実
に
基
づ
く
描
写
で
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。
　
と
す
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
都
市
図
で
は
、
各
寺
社
の
建
物
に
つ
い
て
史
実
と
合
う
か
否
か
と
い
っ
た
細
か
い
詮
索
は
あ
ま
り
意
味
を
な
さ
な
く
な
る
。
特
定
の
寺
社
や
建
物
が
存
在
す
る
か
否
か
に
よ
っ
て
景
観
年
代
を
決
め
る
論
法
も
、
か
つ
て
存
在
し
た
建
物
を
復
原
し
て
描
く
手
法
が
取
ら
れ
て
い
る
可
能
性
も
あ
り
、
必
ず
し
も
正
確
と
は
い
え
ま
い
。
少
く
と
も
消
滅
し
た
建
物
を
も
と
に
年
代
の
下
限
を
決
め
る
の
は
問
題
で
あ
る
。
洛
中
洛
外
図
は
、
京
都
と
は
ど
ん
な
所
な
の
か
と
い
っ
た
、
い
わ
ば
都
市
の
概
況
や
性
格
を
描
き
示
す
こ
と
が
目
的
で
あ
っ
て
、
寺
社
境
内
図
の
よ
う
に
、
あ
る
時
期
の
情
景
を
正
確
に
写
し
伝
え
る
必
要
は
な
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
一
般
に
広
く
知
ら
れ
た
寺
院
・
神
社
・
館
等
が
あ
る
べ
き
所
に
あ
っ
て
、
そ
れ
ら
し
き
建
物
が
み
え
れ
ば
そ
れ
で
よ
し
と
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
四
　
江
　
戸
　
図
　
江
戸
図
屏
風
歴
博
本
と
江
戸
名
所
図
屏
風
出
光
本
に
つ
い
て
は
、
内
藤
昌
氏
の
建
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
8
）
築
に
関
す
る
詳
細
な
論
考
が
あ
り
、
ま
た
最
近
は
両
本
そ
れ
ぞ
れ
の
全
体
に
わ
た
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
9
）
概
説
的
な
著
作
も
出
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
内
藤
氏
の
成
果
も
踏
ま
え
た
上
で
、
134
絵画に見る建築の描き方
両
本
に
描
か
れ
た
い
く
つ
か
の
建
築
の
描
き
方
を
比
較
検
討
し
、
江
戸
図
で
は
建
築
を
ど
う
描
こ
う
と
し
た
の
か
を
探
っ
て
み
た
い
。
　
従
来
か
ら
指
摘
さ
れ
て
い
る
と
お
り
、
歴
博
本
は
三
代
将
軍
家
光
の
事
蹟
を
江
戸
と
そ
の
周
辺
の
風
物
の
中
に
描
き
込
ん
だ
も
の
で
あ
り
、
出
光
本
は
民
衆
の
生
活
や
活
力
を
江
戸
の
町
並
の
中
に
描
い
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
う
し
た
制
作
目
的
及
び
観
点
の
違
い
が
画
面
構
成
や
建
築
の
描
き
方
に
も
当
然
現
わ
れ
て
く
る
。
歴
博
本
で
は
将
軍
家
や
有
力
大
名
家
に
関
連
す
る
建
築
の
立
派
さ
を
描
く
こ
と
に
力
が
注
が
れ
、
町
並
も
整
っ
た
き
れ
い
ご
と
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
ふ
し
が
あ
る
。
た
と
え
ぽ
、
こ
れ
だ
け
多
く
の
町
家
が
描
か
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
工
事
中
の
も
の
や
破
損
し
た
も
の
は
一
軒
も
見
当
ら
な
い
。
出
光
本
の
方
に
は
工
事
中
の
町
家
が
二
軒
見
え
る
し
、
洛
中
洛
外
図
の
歴
博
甲
本
・
上
杉
本
で
も
工
事
中
や
壁
の
破
損
し
た
町
家
が
描
か
れ
て
い
る
。
　
歴
博
本
で
は
画
面
の
中
心
と
な
る
江
戸
城
が
詳
し
く
描
か
れ
て
い
る
が
、
肝
心
の
天
守
は
大
き
く
扱
わ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
各
重
破
風
の
付
き
方
か
ら
見
た
形
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
0
）
式
は
実
在
し
た
元
和
度
・
寛
永
度
い
ず
れ
の
天
守
と
も
合
わ
な
い
。
一
方
、
出
光
本
に
と
っ
て
江
戸
城
は
さ
し
て
重
要
で
な
く
詳
し
く
描
い
て
も
い
な
い
が
、
天
守
の
形
式
は
元
和
度
の
も
の
に
ほ
ぼ
一
致
す
る
。
江
戸
城
天
守
に
つ
い
て
は
、
こ
の
ほ
か
江
戸
京
都
図
屏
風
（
江
戸
博
本
）
や
武
州
豊
嶋
郡
江
戸
庄
図
（
国
会
図
書
館
本
）
に
も
出
光
本
と
ほ
ぼ
同
じ
も
の
が
描
か
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
三
図
は
同
じ
粉
本
に
よ
っ
た
も
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
歴
博
本
は
そ
の
制
作
目
的
や
詳
細
な
内
容
か
ら
す
る
と
、
天
守
は
史
実
ど
お
り
の
描
き
方
が
さ
れ
て
い
て
よ
い
は
ず
で
、
存
在
し
た
こ
と
の
な
い
形
式
で
描
か
れ
て
い
る
の
は
、
制
作
当
時
す
で
に
天
守
が
な
か
っ
た
（
明
暦
三
年
以
降
）
こ
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
。
将
軍
家
を
象
徴
す
る
江
戸
城
天
守
が
い
い
加
減
に
描
か
れ
て
い
る
の
は
い
か
に
も
納
得
し
が
た
く
、
単
な
る
誤
描
で
は
す
ま
さ
れ
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
　
寺
院
・
神
社
に
つ
い
て
み
る
と
、
上
野
東
照
宮
は
本
殿
幣
殿
拝
殿
が
両
本
と
も
か
な
り
詳
し
く
描
か
れ
て
い
る
が
内
容
は
少
し
違
っ
て
い
て
、
歴
博
本
で
は
入
母
屋
造
の
本
殿
と
拝
殿
を
両
下
造
の
幣
殿
で
つ
な
い
だ
権
現
造
で
、
屋
根
は
桧
皮
葺
、
木
部
は
黒
漆
・
極
彩
色
・
金
箔
を
施
し
た
よ
う
に
見
え
、
出
光
本
で
は
複
合
社
殿
な
が
ら
本
殿
が
流
造
（
以
下
こ
の
形
式
を
準
権
現
造
と
よ
ぶ
）
で
、
屋
根
は
同
じ
桧
皮
葺
ら
し
い
が
木
部
は
全
体
が
赤
く
塗
ら
れ
て
い
る
。
同
社
殿
は
寛
永
四
年
（
一
六
二
七
）
に
建
立
さ
れ
、
慶
安
四
年
（
一
六
五
一
）
に
再
建
さ
れ
た
。
現
在
の
社
殿
は
そ
の
時
の
も
の
で
、
屋
根
が
銅
瓦
葺
（
後
世
変
更
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
）
で
あ
る
点
を
除
く
と
歴
博
本
に
描
か
れ
た
も
の
と
よ
く
似
て
い
る
。
寛
永
建
立
の
社
殿
の
形
式
等
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
が
、
寛
永
四
年
当
時
の
日
光
東
照
宮
社
殿
（
一
六
一
六
年
）
や
久
能
山
東
照
宮
社
殿
（
一
六
一
七
年
）
と
同
じ
よ
う
に
、
権
現
造
・
桧
皮
葺
で
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
1
）
木
部
は
赤
色
塗
料
塗
り
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
そ
う
す
る
と
、
歴
博
本
は
慶
安
再
建
の
現
社
殿
を
描
い
た
と
み
る
の
が
妥
当
で
あ
り
、
出
光
本
は
本
殿
の
形
式
を
間
違
え
た
こ
と
に
な
る
。
な
お
、
江
戸
博
本
は
上
野
東
照
宮
が
丁
度
継
ぎ
目
に
か
か
っ
て
い
て
全
体
の
形
式
が
よ
く
判
ら
な
い
が
、
拝
殿
正
面
は
赤
色
塗
り
に
な
っ
て
い
る
。
　
こ
の
ほ
か
に
、
出
光
本
で
は
湯
島
天
神
と
神
田
明
神
が
同
じ
準
権
現
造
で
、
両
老
と
も
拝
殿
を
板
葺
と
す
る
も
の
の
妻
飾
（
本
殿
墓
股
・
拝
殿
家
叉
首
）
や
柱
間
装
置
は
上
野
東
照
宮
と
よ
く
似
て
い
る
。
　
一
方
歴
博
本
で
は
、
湯
島
天
神
が
権
現
造
で
あ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
35
る
が
、
細
部
の
形
式
は
上
野
東
照
宮
と
は
全
く
異
な
る
。
ま
た
、
神
田
明
神
は
出
光
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（
3
2
）
本
と
大
き
く
違
っ
て
い
て
、
吹
放
し
の
拝
殿
と
本
殿
が
独
立
し
て
描
か
れ
て
い
る
。
神
田
明
神
は
ほ
か
に
も
、
出
光
本
で
は
楼
門
二
二
重
塔
が
描
か
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
歴
博
本
は
八
脚
門
・
多
宝
塔
と
す
る
な
ど
の
違
い
も
あ
る
。
　
こ
の
よ
う
に
、
歴
博
本
と
出
光
本
と
で
は
同
じ
上
野
東
照
宮
・
湯
島
天
神
・
神
田
明
神
が
違
っ
た
形
式
で
描
か
れ
て
お
り
、
出
光
本
は
も
っ
ぱ
ら
準
権
現
造
と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
本
殿
の
入
母
屋
造
を
誤
っ
て
切
妻
造
と
し
類
型
化
し
て
描
い
た
と
い
っ
て
し
ま
え
ば
そ
れ
ま
で
だ
が
、
建
築
史
学
の
立
場
か
ら
す
る
と
準
権
現
造
の
成
立
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
3
）
関
し
て
は
問
題
の
あ
る
と
こ
ろ
で
、
看
過
で
き
な
い
点
の
一
つ
で
あ
る
。
　
寛
永
寺
に
つ
い
て
は
、
歴
博
本
が
寛
永
四
年
か
ら
八
年
に
か
け
て
完
成
し
た
諸
堂
を
よ
く
写
し
て
い
る
。
出
光
本
の
方
は
多
宝
塔
・
清
水
堂
・
仁
王
門
・
大
仏
が
見
え
な
い
が
、
ほ
か
は
歴
博
本
と
よ
く
似
て
お
り
、
鐘
楼
を
石
張
り
の
袴
腰
付
と
す
る
点
も
同
じ
で
あ
る
。
江
戸
博
本
で
は
二
重
経
蔵
の
位
置
に
八
角
堂
が
描
か
れ
て
い
る
。
浅
草
寺
は
、
歴
博
本
・
出
光
本
と
も
寛
永
十
二
年
建
立
の
五
重
塔
が
な
い
点
は
同
じ
で
あ
る
が
、
鐘
楼
は
位
置
が
東
西
逆
に
な
っ
て
い
た
り
、
歴
博
本
に
は
拝
殿
が
な
い
な
ど
の
違
い
が
あ
る
。
鐘
楼
の
位
置
は
東
側
に
建
つ
出
光
本
の
方
が
正
し
い
。
門
は
両
本
と
も
楼
門
と
し
て
描
い
て
お
り
、
出
光
本
で
は
こ
の
門
が
神
田
明
神
の
門
と
全
く
同
じ
形
式
に
描
か
れ
て
い
る
。
前
出
の
準
権
現
造
と
い
い
、
こ
の
門
と
い
い
、
出
光
本
で
は
寺
社
の
一
部
が
類
型
化
さ
れ
て
い
る
点
は
否
め
な
い
だ
ろ
う
。
な
お
、
江
戸
博
本
は
東
側
に
五
重
塔
が
あ
っ
て
、
寛
永
十
二
年
再
建
後
の
状
況
を
描
い
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
　
増
上
寺
に
つ
い
て
は
、
歴
博
本
は
将
軍
家
の
各
霊
廟
を
詳
細
に
描
き
、
出
光
本
で
は
霊
廟
関
係
は
五
重
塔
し
か
描
い
て
い
な
い
が
、
本
堂
・
三
門
・
鐘
楼
等
は
両
本
は
よ
く
似
た
描
き
方
を
し
て
い
る
。
本
堂
は
向
拝
有
無
の
違
い
が
あ
る
も
の
の
、
前
面
に
土
間
を
取
り
込
み
腰
板
を
張
っ
た
点
は
同
じ
で
、
北
日
本
の
曹
洞
宗
寺
院
に
多
い
形
式
を
見
せ
て
い
る
。
増
上
寺
本
堂
は
慶
長
十
六
年
（
一
六
一
一
）
に
建
立
さ
れ
寛
永
十
一
年
に
再
建
さ
れ
た
が
、
寛
永
再
建
の
堂
は
残
さ
れ
た
建
地
割
図
を
み
る
と
両
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
4
）
本
に
描
か
れ
た
も
の
と
は
全
く
違
う
。
慶
長
建
立
の
堂
の
形
式
は
不
明
で
あ
る
が
、
幕
府
御
大
工
中
井
正
清
の
手
に
な
っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
こ
の
よ
う
な
地
方
的
な
形
式
で
あ
っ
た
と
は
考
え
が
た
い
。
三
門
は
左
右
に
山
廊
を
付
設
し
た
三
間
二
重
門
と
し
て
描
か
れ
て
い
て
、
元
和
七
年
建
立
の
現
三
門
と
比
べ
る
と
規
模
（
柱
間
数
）
は
異
な
る
（
現
三
門
は
五
間
）
も
の
の
形
式
は
よ
く
似
て
い
る
、
増
上
寺
に
関
す
る
か
ぎ
り
、
両
本
は
同
じ
粉
本
に
よ
っ
た
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。
江
戸
博
本
も
伽
藍
に
つ
い
て
は
両
本
に
近
く
、
霊
廟
関
係
は
歴
博
本
に
似
て
よ
く
描
か
れ
て
い
る
が
、
台
徳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
5
）
院
の
南
に
寛
永
十
八
年
建
立
の
第
三
次
安
国
殿
が
み
え
る
点
が
歴
博
本
と
は
異
な
る
。
　
最
後
に
塔
に
つ
い
て
み
る
と
、
歴
博
本
に
は
五
重
塔
二
基
（
上
野
東
照
宮
と
台
徳
院
）
、
三
重
塔
一
基
（
浅
草
寺
）
、
多
宝
塔
二
基
（
寛
永
寺
と
神
田
明
神
）
が
描
か
れ
て
い
て
、
そ
の
う
ち
上
野
東
照
宮
・
台
徳
院
・
浅
草
寺
の
三
塔
は
初
重
正
面
の
扉
が
開
か
れ
て
お
り
、
寛
永
寺
と
神
田
明
神
の
二
塔
は
正
面
側
が
見
え
ず
扉
の
開
閉
は
不
明
で
あ
る
。
　
一
方
、
出
光
本
に
は
五
重
塔
二
基
（
同
前
）
、
三
重
塔
二
基
（
浅
草
寺
と
神
田
明
神
）
が
描
か
れ
て
い
る
が
、
四
塔
と
も
初
重
正
面
の
扉
は
閉
さ
れ
て
い
る
。
塔
は
本
来
扉
を
開
け
て
本
尊
を
礼
拝
す
る
と
い
っ
た
性
格
の
も
の
で
は
な
く
、
扉
は
閉
さ
れ
た
ま
ま
お
か
れ
て
い
た
が
、
大
衆
参
詣
の
増
大
に
と
も
な
い
、
江
戸
時
代
中
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
6
）
頃
か
ら
扉
を
開
け
た
塔
も
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
ら
し
い
。
歴
博
本
で
は
台
徳
院
塔
は
家
光
参
詣
の
場
面
で
あ
る
か
ら
扉
が
開
か
れ
た
と
み
て
よ
い
が
、
他
の
二
塔
が
136
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日
常
開
扉
さ
れ
て
い
た
と
し
た
ら
、
そ
れ
は
江
戸
時
代
中
頃
以
降
の
状
況
を
写
し
た
と
み
る
方
が
妥
当
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
。
出
光
本
の
方
は
江
戸
時
代
初
期
の
状
況
を
写
し
た
こ
と
で
よ
い
。
　
以
上
の
よ
う
に
、
江
戸
図
屏
風
歴
博
本
と
江
戸
名
所
図
屏
風
と
は
制
作
意
図
が
異
な
る
だ
け
に
建
築
の
描
き
方
も
か
な
り
違
っ
て
お
り
、
前
者
で
は
威
儀
を
正
し
た
江
戸
城
、
き
ら
び
や
か
な
大
名
屋
敷
や
将
軍
家
霊
廟
、
整
っ
た
町
並
な
ど
整
備
さ
れ
た
武
家
の
都
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
後
者
は
町
並
を
中
心
と
し
て
そ
こ
で
営
ま
れ
て
い
る
庶
民
の
生
活
を
躍
動
的
に
描
い
て
い
る
。
ま
た
、
歴
博
本
は
江
戸
城
や
大
名
屋
敷
・
寺
院
・
神
社
等
が
詳
細
に
描
か
れ
て
い
て
、
寛
永
期
の
史
実
に
近
い
も
の
が
多
い
ら
し
い
が
、
江
戸
城
天
守
・
上
野
東
照
宮
社
殿
・
塔
な
ど
当
時
の
実
状
に
合
わ
な
い
も
の
も
あ
っ
て
、
制
作
年
代
を
江
戸
時
代
中
期
（
十
七
世
紀
中
頃
以
降
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
7
）
に
比
定
し
た
方
が
よ
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
寛
永
期
の
実
状
に
近
い
も
の
が
多
い
の
は
、
家
光
の
将
軍
在
職
中
の
江
戸
を
再
現
し
よ
う
と
意
図
し
た
こ
と
に
よ
り
、
出
来
る
か
ぎ
り
当
時
の
資
料
に
も
と
つ
い
て
復
原
描
写
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
　
一
方
、
出
光
本
は
寺
社
の
建
築
等
を
類
型
化
し
て
描
い
た
と
こ
ろ
は
あ
る
も
の
の
、
意
図
的
に
時
期
を
設
定
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
た
め
、
寛
永
期
の
状
況
を
素
直
に
写
し
て
い
る
と
も
い
え
よ
う
。
注（
1
）
　
以
下
と
く
に
注
記
す
る
も
の
以
外
は
、
絵
巻
類
に
つ
い
て
は
『
日
本
の
絵
巻
』
『
続
　
　
日
本
の
絵
巻
』
（
中
央
公
論
社
刊
）
、
『
社
寺
縁
起
』
（
奈
良
国
立
博
物
館
編
、
　
一
九
七
五
　
　
年
）
、
社
寺
境
内
図
に
つ
い
て
は
『
古
図
に
見
る
日
本
の
建
築
』
（
国
立
歴
史
民
俗
博
物
　
　
館
編
、
一
九
八
九
年
）
、
『
古
絵
図
』
（
京
都
国
立
博
物
館
編
、
一
九
六
八
年
）
に
よ
っ
た
。
（
2
）
　
『
社
寺
絵
図
と
そ
の
文
書
』
（
京
都
国
立
博
物
館
特
別
陳
列
目
録
、
一
九
八
五
年
）
所
　
　
収
。
（
3
）
　
東
京
国
立
博
物
館
の
歴
史
資
料
仮
目
録
で
は
「
身
延
山
殿
堂
図
」
と
な
っ
て
い
る
。
（
4
）
　
『
国
宝
延
暦
寺
根
本
中
堂
及
重
要
文
化
財
根
本
中
堂
回
廊
修
理
工
事
報
告
書
』
所
収
。
（
5
）
　
『
国
宝
東
大
寺
金
堂
（
大
仏
殿
）
修
理
工
事
報
告
書
』
他
所
収
。
（
6
）
　
「
信
貴
山
縁
起
に
見
ゆ
る
建
築
」
（
『
日
本
建
築
史
の
研
究
』
〈
昭
和
五
五
年
V
）
。
（
7
）
　
「
建
築
」
（
『
新
修
日
本
絵
巻
物
全
集
1
1
一
遍
聖
絵
」
〈
角
川
書
店
、
昭
和
五
〇
年
V
）
。
（
8
）
　
旧
規
を
踏
襲
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
現
本
殿
（
一
六
三
四
年
建
立
）
は
内
殿
側
面
が
二
　
　
間
と
も
土
壁
、
造
り
合
い
側
面
が
板
扉
で
あ
る
し
、
後
出
の
鎌
倉
時
代
の
指
図
（
注
1
1
）
　
　
で
も
そ
う
な
っ
て
い
る
。
（
9
）
　
拙
稿
「
多
宝
塔
の
初
期
形
態
に
つ
い
て
」
（
日
本
建
築
学
会
論
文
報
告
集
第
一
四
三
　
　
号
）
参
照
。
（
1
0
）
　
拙
稿
「
多
宝
塔
の
形
式
と
構
造
」
（
日
本
建
築
学
会
論
文
報
告
集
第
二
三
六
号
）
参
照
。
（
1
1
）
　
石
清
水
八
幡
宮
蔵
若
宮
指
図
（
鎌
倉
時
代
）
（
1
2
）
　
前
出
『
社
寺
縁
起
絵
』
所
収
。
（
1
3
）
　
豊
前
善
光
寺
は
信
州
善
光
寺
・
甲
州
善
光
寺
と
あ
わ
せ
て
全
国
三
善
光
寺
の
一
で
、
　
　
桁
行
七
間
、
梁
間
五
間
、
一
重
、
寄
棟
造
、
妻
入
の
形
式
を
も
つ
。
（
1
4
）
　
小
松
茂
美
氏
も
『
日
本
の
絵
巻
2
0
・
一
遍
上
人
絵
伝
』
（
中
央
公
論
社
、
　
一
九
八
八
　
　
年
）
の
解
説
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
お
ら
れ
る
（
三
四
四
頁
）
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ
ん
ば
ん
　
　
　
　
　
ま
ん
だ
　
ら
　
ず
　
　
　
　
「
当
然
な
が
ら
、
絵
師
の
画
房
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
粉
本
や
社
寺
曼
茶
羅
図
な
ど
の
　
　
　
　
　
　
あ
つ
　
　
　
　
図
様
が
蒐
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
、
想
像
に
難
く
な
い
。
が
、
こ
れ
を
描
き
上
げ
　
　
　
　
た
絵
師
・
法
眼
円
伊
が
、
み
ず
か
ら
も
聖
戒
に
随
伴
し
な
が
ら
景
観
の
写
生
を
行
　
　
　
　
な
い
、
実
景
描
写
の
下
図
を
集
積
し
た
こ
と
も
、
当
然
な
が
ら
予
想
さ
れ
る
の
で
　
　
　
　
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
当
時
の
絵
師
に
は
、
全
国
各
地
に
散
在
す
る
名
所
の
図
　
　
　
　
様
が
保
持
さ
れ
て
い
た
様
子
。
名
所
図
の
下
命
の
都
度
、
か
な
ら
ず
し
も
現
地
を
　
　
　
　
踏
査
し
た
も
の
と
は
か
ぎ
ら
な
い
の
で
あ
る
。
」
（
1
5
）
　
一
九
九
二
年
度
建
築
史
学
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
絵
画
史
料
を
ど
う
読
む
か
」
報
告
　
　
（
「
建
築
史
学
第
十
九
号
」
に
そ
の
記
録
を
掲
載
）
（
1
6
）
　
「
松
崎
天
神
縁
起
」
（
『
国
宝
』
四
－
六
∧
昭
和
十
六
年
V
）
。
（
1
7
）
　
「
春
日
権
現
験
記
」
に
描
か
れ
た
建
築
に
つ
い
て
は
、
伊
藤
延
男
氏
の
論
考
が
あ
る
。
　
　
「
春
日
権
現
験
記
絵
の
建
築
に
つ
い
て
」
（
『
新
修
日
本
絵
巻
物
全
集
1
6
春
日
権
現
験
記
　
　
絵
』
∧
角
川
書
店
、
昭
和
五
三
年
∨
）
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3
7
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
（
1
8
）
　
『
続
日
本
の
絵
巻
2
4
・
桑
実
寺
縁
起
　
道
成
寺
縁
起
』
解
説
参
照
。
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（
1
9
）
　
「
称
名
寺
絵
図
」
の
建
築
に
つ
い
て
は
関
口
欣
也
氏
の
詳
細
な
論
考
が
あ
る
。
『
神
奈
　
　
川
県
文
化
財
図
鑑
建
造
物
編
』
（
一
九
七
一
年
刊
）
所
収
。
（
2
0
）
　
難
波
田
徹
「
社
寺
絵
図
の
世
界
ー
祇
園
社
絵
図
を
め
ぐ
っ
て
ー
」
（
『
社
寺
絵
図
と
そ
　
　
ー
の
文
書
』
〈
京
都
国
立
博
物
館
、
一
九
八
五
年
V
）
。
（
2
1
）
　
前
出
「
多
宝
塔
の
初
期
形
態
に
つ
い
て
」
参
照
。
（
2
2
）
　
真
野
和
夫
「
宇
佐
宮
境
内
絵
図
考
ー
応
永
古
図
と
寛
永
五
年
絵
図
1
」
（
『
大
分
県
地
　
　
方
史
』
一
二
五
号
、
昭
和
六
二
年
）
（
2
3
）
　
前
出
『
古
絵
図
』
作
品
解
説
参
照
。
（
2
4
）
　
前
出
「
多
宝
塔
の
初
期
形
態
に
つ
い
て
」
参
照
。
（
2
5
）
　
土
田
充
義
「
石
清
水
八
幡
宮
を
描
い
た
古
図
に
つ
い
て
」
（
日
本
建
築
学
会
論
文
報
　
　
告
集
、
二
〇
二
号
、
昭
和
四
七
年
）
（
2
6
）
　
例
え
ば
、
金
堂
は
「
東
西
十
五
間
、
南
北
八
間
」
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
実
長
は
東
　
　
西
九
二
・
四
尺
、
南
北
四
八
二
二
尺
で
あ
り
、
間
数
は
概
算
で
示
さ
れ
て
い
る
。
（
2
7
）
　
高
橋
康
夫
『
洛
中
洛
外
』
（
平
凡
社
、
　
一
九
八
八
年
）
、
今
谷
明
『
京
都
．
一
五
四
　
　
七
年
』
（
平
凡
社
、
一
九
八
八
年
）
。
（
2
8
）
　
内
藤
昌
「
江
戸
の
都
市
と
建
築
」
（
江
戸
図
屏
風
別
巻
、
毎
日
新
聞
社
、
昭
和
四
七
年
）
。
（
2
9
）
　
小
木
新
造
・
竹
内
誠
編
『
江
戸
名
所
図
屏
風
の
世
界
』
（
岩
波
書
店
、
一
九
九
二
年
）
、
　
　
小
沢
弘
・
丸
山
伸
彦
編
『
江
戸
図
屏
風
を
読
む
』
（
河
出
書
房
新
社
、
一
九
九
三
年
）
。
（
3
0
）
　
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
企
画
展
示
図
録
『
描
か
れ
た
江
戸
』
（
平
成
三
年
）
参
照
。
（
3
1
）
　
元
和
三
年
建
立
の
久
能
山
東
照
宮
現
社
殿
は
権
現
造
．
銅
瓦
葺
で
主
に
黒
漆
を
塗
っ
　
　
て
い
る
が
、
も
と
は
屋
根
が
桧
皮
葺
（
寛
永
十
七
年
に
変
更
）
、
塗
装
が
土
朱
塗
（
弁
　
　
柄
な
ど
の
赤
色
塗
料
塗
、
寛
文
十
二
年
三
六
七
二
〕
以
降
に
朱
漆
塗
に
変
更
）
で
あ
　
　
っ
た
。
ま
た
、
日
光
東
照
宮
は
元
和
二
年
創
建
の
社
殿
が
権
現
造
・
桧
皮
葺
で
主
に
丹
　
　
塗
り
、
寛
永
十
三
年
再
建
の
現
社
殿
も
も
と
は
桧
皮
葺
で
承
応
三
年
（
一
六
五
四
）
に
　
　
現
在
の
銅
瓦
葺
に
変
更
さ
れ
た
。
し
た
が
っ
て
、
寛
永
四
年
に
建
立
さ
れ
た
上
野
東
照
　
　
宮
社
殿
で
、
日
光
・
久
能
山
両
東
照
宮
に
先
立
っ
て
漆
塗
や
金
箔
を
主
と
し
た
塗
装
が
　
　
施
さ
れ
て
い
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
ま
た
、
慶
安
三
年
再
建
の
社
殿
も
再
建
当
初
は
　
　
桧
皮
葺
と
考
え
る
の
が
順
当
で
あ
ろ
う
。
（
3
2
）
　
本
殿
ら
し
き
建
物
は
背
面
・
側
面
に
扉
構
え
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
が
拝
殿
で
、
　
　
吹
放
し
の
建
物
は
舞
殿
で
あ
り
、
本
殿
は
描
か
れ
て
い
な
い
と
も
と
れ
る
が
、
湯
島
天
　
　
神
の
本
殿
も
背
面
・
側
面
に
扉
構
え
が
描
か
れ
て
い
る
の
で
、
本
殿
と
み
て
よ
か
ろ
う
。
（
3
3
）
　
本
殿
を
入
母
屋
造
と
し
た
複
合
社
殿
で
あ
る
権
現
造
の
形
式
は
、
平
安
時
代
の
北
野
　
　
天
満
宮
で
す
で
に
用
い
ら
れ
て
い
た
と
い
い
、
遺
構
と
し
て
は
同
宮
の
現
社
殿
・
大
崎
　
　
八
幡
神
社
社
殿
（
共
に
一
六
〇
七
年
）
が
古
く
、
元
和
年
間
以
降
各
地
の
東
照
宮
に
用
　
　
陶
　
　
い
ら
れ
て
権
現
造
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
一
方
、
本
殿
を
流
造
と
し
た
複
合
社
　
　
殿
の
形
式
を
も
つ
遺
構
は
伊
賀
八
幡
宮
・
六
所
神
社
両
社
殿
（
い
ず
れ
も
愛
知
県
、
一
　
　
六
三
四
年
）
が
早
い
例
で
、
東
日
本
に
あ
っ
て
西
日
本
に
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
権
現
　
　
造
は
寺
院
建
築
の
影
響
を
受
け
て
成
立
し
た
形
式
で
あ
る
が
、
本
殿
流
造
の
複
合
社
殿
　
　
は
そ
の
簡
易
形
式
な
の
か
、
あ
る
い
は
よ
り
神
社
的
な
形
式
と
し
て
用
い
ら
れ
た
の
か
、
　
　
成
立
過
程
は
明
ら
か
で
な
い
。
（
3
4
）
寛
永
再
建
の
増
上
寺
本
堂
と
み
ら
れ
る
建
地
割
図
が
東
京
都
立
中
央
図
書
館
と
東
京
　
　
国
立
博
物
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
同
本
堂
は
組
物
三
手
先
、
ご
軒
　
　
繁
垂
木
、
正
面
七
間
を
桟
唐
戸
と
し
た
堂
々
た
る
九
間
堂
で
あ
る
。
（
3
5
）
　
増
上
寺
の
各
霊
廟
の
建
立
経
緯
に
関
し
て
は
、
前
出
の
内
藤
昌
「
江
戸
の
都
市
と
建
　
　
築
」
に
詳
し
い
。
（
3
6
）
　
拙
稿
「
近
世
仏
塔
の
意
匠
と
構
造
1
」
（
『
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
第
1
1
集
』
　
　
（
昭
和
六
一
年
）
参
照
。
（
3
7
）
　
歴
博
本
江
戸
図
屏
風
の
景
観
及
び
制
作
の
年
代
に
つ
い
て
は
従
来
か
ら
論
の
分
か
れ
　
　
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
最
近
歴
史
学
の
立
場
か
ら
黒
田
日
出
男
氏
が
「
寛
永
十
一
年
か
　
　
ら
同
十
二
年
六
月
二
日
ま
で
の
間
に
松
平
伊
豆
守
信
綱
が
絵
師
に
制
作
さ
せ
た
、
家
光
　
　
の
御
代
始
め
を
描
い
た
屏
風
絵
」
と
し
て
そ
の
制
作
年
代
、
制
作
依
頼
老
と
制
作
意
図
　
　
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
（
『
王
と
そ
の
身
体
』
一
九
九
三
年
、
平
凡
社
）
。
こ
の
論
に
は
傾
　
　
聴
す
べ
き
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、
建
築
史
学
の
立
場
か
ら
す
る
と
そ
れ
で
す
べ
て
が
解
決
　
　
出
来
た
わ
け
で
は
な
く
、
一
部
を
取
り
上
げ
て
み
て
も
い
ま
ま
で
述
べ
て
き
た
よ
う
な
　
　
問
題
が
あ
っ
て
、
寛
永
十
一
、
二
年
の
景
観
を
目
の
あ
た
り
に
し
て
描
い
た
と
は
納
得
　
　
で
き
な
い
。
確
か
に
そ
の
時
代
の
景
観
を
描
い
た
と
み
ら
れ
る
場
面
も
多
い
が
、
家
光
　
　
と
そ
の
時
代
を
描
く
と
い
う
意
図
を
も
っ
て
制
作
さ
れ
た
の
な
ら
、
後
世
で
あ
っ
て
も
　
　
そ
の
時
代
の
江
戸
の
都
に
関
す
る
資
料
を
集
め
、
そ
れ
に
よ
っ
て
復
原
的
に
描
く
こ
と
　
　
が
行
わ
れ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
正
確
な
資
料
が
あ
る
所
は
正
し
く
復
原
さ
れ
、
　
　
資
料
が
不
足
し
た
所
は
あ
い
ま
い
に
な
る
の
は
当
然
の
帰
結
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
前
　
　
述
し
た
問
題
点
に
つ
い
て
も
、
い
わ
ゆ
る
状
況
証
拠
で
あ
っ
て
絶
対
的
な
も
の
で
は
な
　
　
い
か
ら
、
制
作
年
代
を
決
定
付
け
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
（
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
情
報
資
料
研
究
部
）
How　to　Describe　the　Architecture　in　the　Drawings
HAMAsHIMA　Masaji
　　Ihave　considered　what　methods　they　used　in　order　to　for　them　to　describe　the
architecture，　and　to　what　extent　we　see　the　exact　historical　facts　in　the　drawings．
Ihave　referred　to　the　major　works，　such　as　drawings，　which　described　the　Japanese
architecture　in　detail；picture　scrolls，　pictures　of　the　precinct　of　a　temple　and　a　shrine
and　the　folding　screens　entitled‘‘Picture　of　urban　towns”，　and　I　have　considered　the
importance　of　the　drawings　as　historical　materials．　Further，　I　have　mentiolled　how　they
understood　the　architecture　and　how　they　tried　to　show　the皿in　their　drawings．
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